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スギ精英樹選出の実際
一一=----千葉茂

、29.1.6受理

し林分材積を高めることになる）

（3）枝細く積上り易いこと

（4）幹に曲りその他の欠点のないこと

（5）心材の色が赤いこと

2）選出方法‘

選出は遺伝的に蝿Lた個体を探し出すこと詮目的とす

るので，明らかに環境によると認められるもの例えば林

緑,道路側，孤立木はと．らない。叉林分内でも暴れ木は
除く。従って優れた個体力魂付かつてもそれと比較の対

象となる林木は土地的条件に差のない範囲で行うべきで
ある。

選出に当っては,生長大なることの1fつの判定法とし
て，直径については従来林業試験場岩はトンプソンの棄

却検定法を採用してきた。（棄却検定とは，ある一連の

測定，観測等を行った時ぞのデータの中に原因の知り得

ないとび離れた数値が現卦つれた場合にその数値を計蝉か

ら除外しても差素えないかどうかな校定するに用いられ
る。この場合は1団地の林木の毎木直径を測定したとこ

ろ，その中にとび離れた大きい直径が現われこの直径

が周囲の一連の直径値から捨てられるかどうかを検定す

る）。選出しようとする木の蔵匿力凋囲の林求の直径か

ら1％以下の危険率で棄却されるものを選出する。その

具体的手続きを実例により説明すると次の通りである

（第1図参照）。先ず選出しようとする個体を中心とし
て半径5～10mの円の中に入る毎木（約20本）の直

径を測定する。そして図に示すようにFoの値を計算

@=N-2としてF'表よりそれぞれの危険率のFの値

を求め，Foと対照しFoより大きいFの所で棄却され

るp図の例では円で囲んだ所1％の点で棄却される。

その意味は，今仮に5％で棄却されるということは，

円の中に入る林木22本塵出しよ.うとする木も含め・
て）の直径22.0へ38.5.…46.5の中から選定しようと

する個体の直径46．5を棄却する場合5％の危険性を‘

伴うことであり，いいかえJれぱ周囲の富僅22.0～38.5

の場合にﾕ00回の中5回は46．5という直径が現われる

ことがある。1％の場合は100回に1回，0.1％の場

＝｡P､弔一や■■ご一己D今『一一

精英樹の選抜による育匝はすでにデンマーク，スエー

デンを始めとし欧米各国において組織立って実行に移さ

れ,近い将来改良された苗木が事業用に供給される日も
遠くないであろう。林木育種も最近10年間は従来の産

地試験の段階から交雑と並んで個体選抜による積極的な

育種へと進んだ一時代を劃する時期となりつつある。

スギのように挿木簿業的に可能な樹種においては糖

英樹の選抜による育種は，現地にたずさわる人が誰でも

単純な方法で挿木品種を作ることが出来る点で有力な方

法である。叉一方優れた遺伝的素質をもつ瀧英樹を探し

出すことは交雑育種のための効果的な材料とな葛。

糖英樹の選抜による育種の効果はスギにおいては既に

武藤品雄氏の雲通スギにおいて立派に実証されており，

叉福田孫多氏の天心，日本晴等もこのケースとして紹介
されている通りである。

筆者は一昨年来スギの精英樹の選抜を実施し，ある程

度の精英樹を選出した。これらについて霞々 の角度から
検討し精英樹としてどの様な個体を選出したらよいがの

1つの資料を提供し，今後の選抜実行上の参考になれば

幸いである。調査に当り種,々 御便宜を与えられた関係営
林署，森林組合の各位に厚く御礼を申上げる。

1選出基準と選出法′

用材生産を目的とし生長早くしかもクローネの占有面

穣の小さいものを育成し成立本数を増して伐期における

ｵ楊材穣収礎を増大す為。このため緒英樹としては，現

在の生長力糎れかつ形質優良なもので次の犠な条件にか

なうものを選出する｡.選出されたものの優良性はその個

体の遺伝的素質と藻境との両作用に基くものであり，選

出された精英樹全部が遺伝的に優良であるとは限らな

い。遺伝的素質については挿木によりクローンを養成し

て次代検定により確められなければならない。

1）選出基準

ロ）生長享いこと（周囲の林木に比較して直径，樹高
ともに著しく大きいこと）

ー

腿

Ｌ
ｒ

‐

③クローネの狭小なこと（このことは成立本数を増
①

(筆者）農林省林業試験場造林部
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第1図，棄却検定の一例（附)F分布表
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千葉：スギ精英樹選出の実際

第1図附表F一分布表 合は1000回に’回は起り得ることを示している。1％

以下ならそうやたらに周囲の林木腫対して選出しようと

する個体のような大きな直窪は出てくるものではないと

いうことになる。

このように斗軽5～10mの範囲では土地的にそうひ

どい差はないと見られるし，周囲の林木に比較してとび

爵爵して大きいということは遺伝周藤質において差躍ある

のではないかということｶﾐ推察される。

この方法は薩涯のみについてその大いさな問題にした

のであるが，実際の選出はこの検定値のみにとらわれ

ず,樹高その他の選出基準と照らして糖英樹力狭められ
る。

2選出箇所と精英樹の実態

選出は次の地方で実施した。

1）静岡泉河津営林署賀茂経営区

2）岩手泉遠野〃荷倉石山,下綾織国有林
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千葉：スギ精英樹．選鍋の実際

第2表選出されたスギ精英樹と周囲林木との比較（壮令木）
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いては38.0～52.0cmであり識匿の地位では殆どが年xp

均1cTn以上の生長を示してい毒。この調査において生

長に関しては気候的条件は土地的条件に比較すると遙か

に小さいものではないかと考えられる。．

4）新潟県〃上野国有林

．〃岩船都八幡村私瘡林

選出した精謁鋤の実態は第1表

（挫令木）の通りである。幼令木

は獅笥直径22.5～43.0cm,壮令木

(幼令永），第2表

(25年生）において

(37～45年生)にお

－4－



千葉：スギ精英樹選出の実際

3精英崗と周囲林木との比較

1）直径の棄却検定

棄却検定で5％の危険率で棄却されるものはしばし

ばあり，0.1％で棄却されるものは表でも分るとおり仲

仲存在しない。従って選出基準としては5％の点では

緩すぎる。少くとす1％以下が適当と思引つれる。

危険率と地位との関係は見られず周囲の状況による｡・

周囲林木の直径が不揃いで5級木から1級木にわたって

あるような場合は直径の分散が広がるので棄却され難く

なる。従って実際には基準詮高める意味で5級木は除い

てその他は全部測定した。反対に周囲の直径の分散が少

‘<揃っている場合は劉合に棄却され易く，精英樹に比較

して周囲の直隆ガ篭しく小さくしかも揃っている場合は

0.1％で棄却されるようになる。

棄却検定は実際の直径の大小を表わすものではなく，

周囲と比較して精英樹として選出しようとする個体の直

径の現われ方，大いさの程度を表胤つすものである。

2）周囲林木と直径比較

棄却検定の対象にした半径7～10mの円内に入る毎木

の直径（精英樹を除いた）の範囲及び平均は第1，2表

に示すとおりであり，これを100として精英樹の直径を

比で示すと第1，2表中の精英樹の直径比である。幼令

木にては136～205平均163であり，壮令木にては149

～235平均183である。これによると精英樹として選出

されるものは周囲約20本の平均直産より少くとも50％

､増し位の直径という1つの基準が考えられる。

3）周囲三大木との材積比較

周囲にある精英樹に次1,,で大きな直匿の三個体の平均

材穣を100とし精英樹の材積比を求めると第1，2表中

の材積比（三）に示すとおりである。スエーデンのツン

ドクイスト錘(Genetics.inSwedishForestry

practicel948p.85)はスエーデンのマツの耀瑛織雲出

の際に周囲三大木の平均材積より50％以上なることを

条件とLてぬる・第1，2表で見ると幼令木は164～

233平均181，壮令木は158～292,平均221である。

従ってスギにおいては50％では錘箪が緩すぎ80％増

し位が基準とLて適当であろう。

前述の棄却検定は直径のみを対象にし樹高の夢簔力考

慮されなかったが，この方法により樹高力零慰されるこ

とになる｡

4）棄却検定，直径比，周囲三大木との材積比の関係

第2図に示談ように精英樹と周囲林木との直径比と三

大木との材積比は高い相関々係があることは明らかであ

る。しかしながら直径比，材稜比いずれも棄却検定の危

険率の大小とは関係がないことガ判る。

第2図精英樹と周囲林木の平均直径との比，周囲三

大木の平均林潰との比及び棄却検定の危険率の関係
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4精英樹と収穫表I等地との比較

精英樹の単木と林分収穫表を比較することは少し無理

があるかもしれないガ診考のため比較する。

1）精英樹材積と收穫表1等地との比較

収穫表は林野庁発行のも,のを使用し，精英樹の樹令

（苗年令を含む）に合わせて平均胸高直径，樹高を換算

し該当営林局使用の立木材積表により材穣を求め，これ

を100として精英樹の材識比を求めた。使用収謹表は河

津は土佐地方郷村上，八幡は秋田地方，遠野，高萩は

宮城地方の収穫表を使用した。この結果は第1，2表材

稜比（収）に示すとおりである。幼令木においては1幻

～588,平均298，壮令木は特に地位の悪い八幡D1"

D2を除いて217～409,平均299を示している。これ

は地位の良否で異なる力蝿位中以上の所は一括した。峰

通り，風衝地等の地位の悪い所は1等地の平均まで行け

ば良い方であろう。

2）直径生長

糟英樹の胸高において生長錐-鑑駁した材料により5
年毎の生長を測定したもので，大体の経過を知るにすぎ

ないが参毒のため収種表と比較して見ると第3図1～4

に示すとおりである。なお生長錐で採取する場合は胸高

直塵を二方向測定して平均しその直径の所を両側より採

取することによりほぼ平均の値がとれる。

図により明らかなように各地で選出した縮英樹の直径

生長は収穫表1等地より良好であるが，地位の悪い所

壷
」
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千葉：スギ糖英樹選出の実際

第3図精英樹の胸高直径坐長と収穫表1等地との比較（1～4）
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（八幡D1,D2,遠野3,4)la:1等弛並みになって

いる｡壮令の精詞跡の生j誰過を見るといずれも幼令時
代より生長の良かったこと，叉現在“壁秀な生長詮して

いること力誇るがそうかといって幼令時代に生長の良い

個体を遷ぺば良いとはいえない。

糖英樹として選出されるものの直径捻地位中以上の所

においては収謹美1等地の直径範囲の上限以上，地位の

悪い所においては1等地の範囲に入ることを標準と考え

てよいであろう。

年数からみると，あ為憶径に達するのに選出した繕英

樹は収蕊表1等地のものより5へ乱5識首されている現

状である。

5結び

糖英樹としてどの様な個体を選ぶかということを上記

の検討を基にして標準を挙げて見ると，

1）附近林木の直径と比較して確かに大きく樹

高も大なること，直径は周囲林木の直堅より棄却

検定で1％以下の危険率をもって棄却されるこ

と。

2）周囲三大木の材積平均より約80％以上大

きいこと。（24頁下段へつづく）

I
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完全造材作業が手山作業のコスト

に及ぼす影響につL，て

一一

29．2．22受理

Iまえがき

この調査は当社の八代工場山林部に於て実施したもの

である。本作業に関するデーターは細部に亘って調査し

てある誰上処にはその主要部のみを記した。

な論調査担当者は当社八代工場山林部作業課の笹辺厳

並坂本山林事務所の伊藤正弘の両氏である。

I調査の目的

製紙の原料であるS.P(サルプァイパルプ）中に混

入する塵が品質向上の癌となりこれがた通工場に於ては

（イ）チップスクリーンの強化による方法

（ロ）節拾い作業の強化による方法

（ハ）原木の節，入皮等を手ス除去する方法

を実施している。

このうち山林部としては（ハ）の方法を工場土場内に

実施している。すなわち現在の造材作業に於ては山元に

於て節打及ス皮等の除去が工場の要求する迄に完全に実

施されていないため原木が工場土場に到着後再び手入除

去を実施している。これに要する喪用は「石当ﾕ9円」で

ある。

これを山元の造材現場に於て節打並皮剥を強化すれば

如何程の賓用を要し且つ爾後の作業功程たる藪出，中

出，振出作業功程腱如何なる影響があるかを考察し解明

する事が本調査の目的である。

、結論

調査の結果を要約ずれば，

（1）本山林に於ては造材を普通造材及び完全造材の

各種の方法によって行ったが，造材方法の変化は駅出迄

の各功程に影響を及ぼし石当発駅仕上に於てほ次の如き

結果となった。

（2）完全造材木は材面の平滑な点と乾燥が早い事に

よる重量軽減のたあ，前表以後の功程即貨車輸送及び工

場土場内の諸作業等詮考慮に入れれば普通造材より仕上

安となる場合も考えられる。

（3）完全造材木は工場土場に於ける手直し作業(節

打費，入皮剥詞19円が不要となる。

W調査方法

（1）調査期間

昭和27年､2月25日へ昭和27隼9月23日(212日間）

（2）調査方法

鯛査供試山林に完全造材採面と普遍造材採面を夫々

10ケ宛設け同一労務者に両採面を1ケ宛配分し，時間観

測により各作業種別の功程を比較した。

（3）箸這這材作業と完全造材作業

（イ）普遍造材作業（現行の作業方法）

(a)皮剥は6～8方条剥にて条の間に荒皮が附く

(b)枝節打は普通に打落す程度にて深く打たない

（ロ）完全造材作業

(a)荒皮は全部剥ぎ入皮，猿喰み等も丁寧に除去

する

(b)枝節打は材の表面より低くえく・る程度に取り

除く

V供試山林

（1）場所熊本県芦ｵ鰯K大野村第962号続大野山林

（2）山林概況

（ｲ）線況
●

樹種一黒松､95％赤鶴5％

樹令-30～40年生天然林

平均胸高直径－7．5寸

平均樹高－9．5間

（口）林地

傾斜÷平均20'度

方向－概ね東北面

地形－概して良好

土質一砂質壌土地蜘巴沃

（3）作業員（労務者数）

造材作業－9名璽出作業－9名

＝．

凸

島

●

垂
，
皇

分 ｜発駅仕上，|石当歩増額区

’普通造材

完 条剥

全獄皮残条剥

造ベロ剥

材甘皮残ベロ剥

225円

229.80

円
釦
０
４
士
十

11

1

22'861-3･14

25‘731÷31.23
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十条製紙山林部：完全造材作業が手山作業のコストに及ぽず影響について 一Q

中出(木馬)作業－8名搬出作業(トラック出)一弘台（ロ）枝節1個当作業時間

（4）現行作業費

毒蕊謡|礎5廷2萌拝｜

異:：萱1
’.31．5．I

小枝節
(径l寸下）
分
0.15

0．19

種別’
健箪|実費｜雑 ｜計､饗

－

10B

5〃

15"

20〃

、
職
造
販
中
搬

打
打
節
鋤
差

癖
完1石当45円

〃15〃

〃55〃

〃153〃

霞
〃
〃
〃

１ 1石当55円

"20"

"70"

〃173〃

材
出
出
出

’ 0．04

上表の如く相当の差異力認められるが，これは使用器

具の優劣，足場の難易，枝節の硬さ，枝節打の深さ等に

よるものと思われる。

（2）皮剥作業

（イ）皮剥方法による区別

(a)普通皮剥

現行の方法で条剥とし甘皮を残したり材賀迄剥いだり

一股に粗雑である。

’1石当268周'1石当5.蘭|喧当318B計

L竜 Ⅵ功程及単価に及ぼす影響

(A)造材作業

‘（1）伐木作業

皮剥作業を除いた普通，完全造材作業時間の比較表は

次表の通りである。

一
三

画

普通・完全造材作業時間比較表（除皮剥）

作業区分

遙艤間’
｜

’
普通 造

＝

プロ 全 造材
|傭考

総時間時間比率’ 総時間時間比率石当時間
分 分分

布
沁
妬
弱
謁

●
●
●
輿
。
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４
１
，
○
１

６
２
１
８
６

１
３

1

11
分
露
錨
幻
花
妬

％
恐
恐
心
個
８

５
０
１
７
５

１
３

彫

12．5

23．9

1.0

10．2

8．8

伐
玉
猿
根
節

倒
切
し
剥
打

落
皮
口

①
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剥
作
業
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は
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く
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両
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業
共
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員
は
６
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で
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る
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２
９
６
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〕
６

●
●
●
●
由

４
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角
〕
Ｏ
ワ
】
１

173.90

383．10

13．45
141.85

122．05
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〕
ｎ
〕
口
〕
Ｑ
〕

主
作
業

2

枝 打 258 7.0211421.40130．385 24．2 1811

84.6124.531205.25186.71
~

計
一
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付
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計

小
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枝
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902錨
妬
即
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”

32－01
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一
岬

９
５
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７
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－
》
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５
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３
６
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●
毎

ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｉ

附
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作
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t

｜

’計 一
亭

》 36本
204Z

36本
215¥

’
１

数
．
池
謝
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石
－
３
５
１

掴
蝿

材造

１
１

個
″
〃

９
６
６
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０
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１
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（ｲ）作業方法堰る根皮剥,節打,枝打作業のみの
比較は次表の通りである。（石当り）

7.2分多く要し40％の作業時間の延長となる。

(b)完全節打条剥・

皮剥は条剥とし材質迄甘皮を残さず剥ぐ方法。

(c)完全節打甘皮残し条剥

(b)の方法と同様であるが甘皮は凡て残す方法。

(d)完全節打ベロ剥

表面凡てを材擬迄皮剥する方法。，

(e).完全節打甘皮残しべ口剥

表面凡て鬼皮のみを皮剥し甘皮を残す方法。

普通｜完全｜差’種別
一一

根皮剥作業

節打〃

枝打〃

2.26分

1．68

7．02

3.76分

8．25

11.18

18．19

1.5分

1．5

4．2’
1

｜ア2計 10．95

すなわち完全作業の場合には1石当りの作業時間が・ 義

一8－

〃



十条製紙山林部：完全造材作業が手山作業のコストに及ぼす影響について

皮剥方法の図示

普通造材

磯

餓
甘

鬼皮

’
垣

簔
、
へ

訓
●
塚

色眩

鬼痕

～

《
！
』

一

(ロ）方法別皮剥作業時間比較表

齢:管適皮剥｜売全,桑剥審'営蝿霊,‐・剥I毒･嘗慶篭
｜釧難雲,亀,臓墜,蝿薑,電庸割蝿霊亀時堅,蝿謹鳫竜,傭卿,蝿這,電

、

要素作業、

主皮剥95$|66剣ｱ.76138.65169.71…l.4070.l…,21.5'ﾖｱ,i""｣"$|@,3!,a
雛房"瓦“億入皮剥-1.7010.90．20------=

作手直し22.3015.61.8881.60115.98.5485.3515.32.1638.509.54.

材整理2’･2‘‘“！”1，2．972里2:::：？::|蝿3蕊：:；識3雛!；:粥::？業材扱い
小計|139.35197.3111.311191.15196.2121.48"2.75196.713.6Z398j85198.1141.501240.5598.8128.48

鍵鷆‘当当，当駕調:霊，当琶，茎悶劃8劃:雪、雪:室
業小計』3.852.710.317.553:80.8517.5013.30.47.7.651.9iO｡808.0511.20.35
計1143.20110O.0111.621198.701100.0122.28P30.251100_0i14.091406.50100.0142.301243.601100.0128.83
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●

７
８
０

４

’

今普通皮剥の主作業に要する石当時間を基礎として比

較すると次の通りである。‘

（3）造材功程

伐木時餓皮剥時間を答作業法別に夫毒加算すれば造
材功径の比較が出来る訳である。

但し前記のデータは各作業法毎に供試木の斗廻りが異

り》従って斗廻りの大小が作業時間に多分に影響してい

ると思われるから，この影縛を除き作業時間を補正した

上で比較する必要がある。

そこで伐木作業については立木1本当り石数と作業時

間の関係を，叉皮剥作業については径級と作業時間の関

係をグラフに示し，各作業毎にその．グラブが直線叉は拠

物線な示すと仮定して平均法によって求めた実験式は次

の通りである。

~圭睦園|鯖
通皮剥｜,盆！

撫
・剥

・皮残し条剥

【ロ剥劉,16
･臨港1＝ベロ殿’27．87

|備’考一
迦
普

錘
一
ｍ
”
”
池
郡

障間差
：分

，士0

9.”

2．11

29．85

16．56

睦
砕
峰
ド
ド
』

完
全
節
打

』

ス皮剥時間
を除く

製織崎間
同上

同上甘皮残しべ口剥
－－一一

－－－9．－－－－
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十条製紙山材部：完全造林作業が手山作業のコストに及ぼす影響について

普通造材と完全造材伐木作業時間比i淡（除皮剥・立木1本当石数別）

3．0

ク

塞
振

《

Ⅲ

Ｕ

心

Ｐ
白

２
Ｊ
，

重
簡
素
穴
彫
捧
９
と
さり

《
一

凹
哩

唯
叫
応
嘘

宅
か
訟
議
裁
迦
８
1瀧畷向192030“5“607080”1W分

里
ｂ

元 ・

◆

普通造材と完全造洞各種皮剥時間比較表（径級別）

管通皮剥一一
I釦

叩
寸
１

』

《
里

恥０

釦
訓
加
寸
加

（
材
長
曄
六
零
大
尺
鐵
）

／
″

／
／
／

画一炉一■－－

〃

345．67．8'熱浄｡$' 2 9‘10分

1

なお標準木は次の通りである。
木I菫灌

０
０
３
２

″
″
６
３
０
０
甲
争

０
０

″
″

石
″
〃
〃

諏
謝
鋤
、

●
。
●
●

０
０
０
０

寸５
５
５
０

●
申
①
。

７
６
５
４

窪
″
〃
〃

玉
玉
玉
玉

１
２
３
４

第
第
第
第

〃
０
１
１
Ｆ
、
０
０

標
準

(材長は6．6尺とす）
T

計、1.03石（0.18石斗廻り）

従って前記実験式に標準木のデータを適用して換算し

た場合の普通，完全造材の比較は次表の通りとなる。

－10－
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十条製紙山林部：完全造材作業が手山作業のコストに及ぼす影響について

標準木に依る普通造材と完全造材との作業時間比較

僅
臘
鰯

節

ぺ戸剥
(ﾎ権肇ヨ

『打

琵翻一戸剥
質迄)．

;|％ 鶏簡|％

完
薊
、
ｊ
％
Ｚ
４
Ｑ
６
ｚ
５
ａ
６
ａ
ｌ
蝿

騨
掛
儲
患

灘
’

一
条

通
一
通
一
％
皿
郡
”
準
則
“
浬
倒
劉
斗
狐

１
１

８

全

|条剥

|裁竪

区分
一一

種別
一

|”ゞ塁藷i|’要素作業、作業、匿閻%－

伐倒
玉切、
猿口落し
根皮剥

磯剥及ｽ皮剥打
枝打
手直し
材整理
材扱い
小計

4．54

8．83
0.37

3．76
20．49

3．25

11．18

4．16

8．8C

1.霊耀木臓"。6．

3．
八

４
３
７
６
３
５
８
６
９
０
｜
●
１

５
８
３
７
６
２
１
１
４
２
．
４
．

●
■
。
●
◆
●
●
●
●
◆
。
ｃ

４
８
０
３
ｌ
３
１
２
１
０
－
７
’
４
会

１
１

面
怨
叱
飽
狸
鰹
躯
“
恥
一
一
唾

１

２
Ｉ

ｌ
馴
剣
削
馴
８

５
８
２
２

分
４
＆
Ｑ
２

I ’5．410．58.614.54
16.88.831
0．70..37

7．23．76

22．138．35
6．28．25
21．211．18

4．14.02'
2．813．68

･.40.341
90.1178.321

ａ
Ｑ
５
Ｌ
４
華
６
６
５
０
宛

Ｉ
３
１

8．8321．68

0.29110．70

2．265．53

7.8819.116

1．684.13
7．02117.211

搦割；
36.00l88.0l53

主 ４
５
８
９
３
８
４
４
４

口
Ｃ
●
●
ｅ
●
●
申
●

０
４
蕊
３
超
４
４
０
”

作 、伐木及皮剥の附

随作業時間ば夫燕

の比較表の石当作

業時間を伐木皮剥

時間の比率で修正

加算しだ

業 ８
６
９－ぬ

ゆ
●

８
０
Ｃ
１
９41 ’

r畠

１
１
１

2．8

0．3

1.‘7

1．0

0．1

1．8

7．7

劉 燗

蝿
1．

0．

0．

1．

6．615．081
0.0166.07110

鱸鬮；ヨ?：雨｜
､2019.915.5316
.,611100.0183.851100

6．844.29

307.801193,.05

57．8392.”

》
》
油
整
嘩

足
道
鋸
枝
材
移
一

附
随
作
業

篭’
0．551
－1

0．871
4.961

２
０
１
０
１
．

調
剰
壷

凸
●
●
●
『
□
。
■

｜
一
睡
卦
、
》

４
０
１
画
’
２
９

到
劇
呵
釧
「
馴
劉

◆
●
骨
●
●
写

２
０
１
０
１
今
５

り
い
付
理
り
動
‐
計

1.1811．8

5.0817.7

66.071100.0

5．45

245．25

72．58

一

（25.11）
＋27．58

8．06

･19.52

12|．01小

合
旬

計|4D.961100Ol

分

±。I卜縦ツI)

II*:|零淵
’|半(噸

|、勝

（42.89）
＋釘.20

8．06亀
39．14蕊響

(増加作
石当歩

’蕊｢鼠鎖_：
(B)薮出作業

薮出作業は陰り出し」と腿ぎ出し」の2方法で殆
んど2人1組の作業篭ある。

普通造材と完全造材作業の作索時間を比較すれば次表
の通りとなる。

普通造材･完全造材･薮出作業時間比較表

雛
柵
畷

考
一

備
》
識
で
跨
聿
》

FL

造材．｜完全造虻､、亀_全普通

’
とした

②其他の附随作
業時間ば普通造
材と同じと仮定
した

③2人1組の共同
作業である。

霞(霊壼鶏）｡“石。…
なお密度比率により石当作業時間力謹るものと仮定し

実働6時間の
出来高

@15円の稼高

1人当稼高割
一
い

“
“
釦

石
円
円

８
６
８…

86石29

544円35

272円18

同じ稼高とする@|1sHoo
(C)中．鯛作業

本山林の中出作業は「木馬出し」によった。
今条件を述べ恥ぼ次の通りである。

木馬－2人曳木馬（ワイヤー後巻ブレーキ）
木馬の大いさ一全長8．6尺，巾ユ.3尺，厚さ1.4寸

穣荷の巾3.9尺，立棒の間隔4．6尺
平均距離-250m
平均勾配一紐3度

普通造材19台，完全造材25台の木馬出作業の観測
の結果は次表の通りである。、同一密度に雲すれば次表の通りとなる。

－11－
両
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十条製紙山林部：完全造材作業力琴山作業のコストに及I篭す影響について
一一

普通・造材完全造材中出（木馬出）作業時間比較表

普通造材完全造材計比較

比趨照鳥外の|普通造材|完全造材19台25台

,間％|台当蔦爾T房1台当時間|台当廃業涛葡|％緯業涛嵩|％

灘灘簔雪雛

、
要素作業 時間

分
272．4稜 込

捲 立

臺総鍵“し作り
油
木
側
ワ
附
中

、付け
馬整，備
棒立て

産駕‐豊箪
締め

計(A)

６
８
両
召
６
３
６

２
４
２
５
１

０
０
０
０
０
０

２
伽
６
２
８
４
６

２
４
０
２
５
１

51ム6
210

51

02

610

1131

８
６
２
０
１
７

３
５
１
４
８
８

０
４
．
８
８
７
３

２
．
７
２
６
２

引
列
剴
切
罰
邪
。
‐
劇

２
８
９
７
↓
７
０

８
６
８
５
０
１

◆
●
●
●
■
●

１
６
０
２
６
２

魁’
0.36

1．15

2．71

0．921

46．451.0611.06

::ll&::::::128.402.|8012.80
11．150;250．250.50．250．.5

55.551.261.262.41.262.6
121.102.7562.755．32.755.7

39.650.90!0.901.70.gO1.9

131.28160.6128.3558.3 《
呈

551 401565 56 851 625128706 271

謝 ｜木馬曳爵鮒||::ァ．‘25．止

，税二軒付 55.05i5.

木馬担上げ，""8.|1;:
計Lml467.35143.9124.601424.45137.5116.981891.801

(A)+(B)合計1,063.90100.0156.0011,131.301100.0l45.251

5．751

6.031

霊’
20.271

5.7511.ル

6．0311．8

2.555.0

5．9411．5

20.27139.41
51．55100.01

８
４
３
２
７
０

へ
●
申
■
ロ
◆

１
２
５
浬
鐘
的

１
１Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｋ
Ｉ
ｌ
ｌ

－
Ｄ
３
５
４
７
２

７
０
５
９
２
６

由
の
字
。
●
●

５
６
２
５
０
８
２
４

ー

－

5,,2｡ml
－

石’
79．70

本
485

石
0．16

’

1
|s,55｡m1

1琴“
石
4．1

本
26

lo.17

’ ’1O,"｡m124231

｜(妻．）’
|・’中出距離（片道）

戯石数

本数

(斗廻り）

石

4．14

本
26

’
4．22 4．22

25
４
６
０
１
１
１
０
１
１
１
１
０

25
●

旬

Q,71 ｜，’ ’

稼|雷働‘築時鵯
今一
石、ロ石匡I

7．028．987．431．23

i'人皇噌::|(2"I'"
@55.00として

高同じ稼高に
す為＠は

タ

石当歩増額 ｜士0-3.96円

考察:木馬出作業中最も高い比率'(全作業時間の約25％）を占むる積込作業に於て完全造材は普通造材に比し約
18.5％作業時間を短縮している。これは材が平滑であるため（完全節打等に典り）荷整理，稜込方向力蘂で
あるためによるものと思われる。

(D)搬出作業距離-1日2~3回功程

搬出作業ばトラックによった。 順勾配距離12km

今条件を挙げれば次の通りである。較込時間は観測出来なかったので穣石数のみを比較す
使用車一ニッサン2606年式ガソリン4屯車ると次の通りである。

一

ー

ﾐミミー 区別
一

回数
一一一

～本数石数斗廻り
一一

普通造制 完
観
一
数

全造材

測回数8回

石数｜斗廻’
－－石石/本
178．10

22.野0.21

石
44．54

円
4,899.40、

円
103.68

一

一
皇 1－観測回数

|本数｜石数

|篭’釜：
－

｜磯

ず
廻

堀
一
斗 ，一陰 ’

石7本 本
868

109

１
１

合 計

1台1回当り

1日2回功程としての由来高

@110吋の稼高

同じ稼高としての＠

’0．20

1

1

－12－－－



十条製紙山林部：完全造材作業が手山作業のコス，トに及ぼす影響について

全作業功程による比較表

ざ～
造完 材区別

一

皮剥方法
一

普通造材

条剥

51.5555．00

－110．00

全
一一一一-一一一

甘皮残ベロ剥
、

甘皮残条剥

｜
》
｜
円
酔
剰
錘
呼
》
搾

剥ｐ
ｌ
Ｉ
Ｉｌ

分
》
恥
》
一

作
間

ぺ
溌
雑価
１
１
４
８
６
４

－
畔
閏
認
弛
雛
封

石当作
業時間
分
66．07

6.16

48．62

鷆簡
分
52．61

6．16

48．62

時睡@|異議’ |石当単価

円
59．00

9．31
51.04

103.68

236.61

作業穂別
円
65．27

9．31

51．04

103.68

229．30

＋4．30

豹
略
虚
一

分
ｇ
ａ
ａ

一
○
４
今

材
・出
(台当）
ク出

造

婆馬出
卜ラツ

計 225．00

歩増額石当 ＋11．61士0

．なお本調査と同時に行った乾燥試験では次の通りとな

っている。

1石当乾燥琴

t癖時伐採後約100日目

普通造材．（条剥）ユ00％69.4％

完全造材（条剥）10070．5

〃（甘皮残条剥）10065．8

〃（べ画剥）10064．3

〃（甘皮残ペロ剥）100‐58．8

（2）叉，入荷後工場土場に於ける皮剥の手直し，伐

採後の乾燥率（早く乾燥すれば重量の軽減のみならず腐

朽菌に対する抵抗も大となる)，作業中の取扱い及びド

ラムパーカーの効率の最良なる点等を考慮ずれば「甘皮

残しべ戸剥」作業鋤窪当なる作業方法で睦ないかと思考
される。

Ⅶ結語．

（1）上述の如く今回の調査に於ては品質に重点を置

いてr甘皮残ぺ戸剥」茜雲当であろうとの一応の結論を

得たのでi罰､仕檬として実行中であるが，なお検討を要

する問題であろう。

（2）山林作業の現場統計については種々の要因力蓮

畳しその判定に困難性があり今回の調査方法並判定方法

も完全なるものとはいい難い。従って本資料も不完全の

そしりをまぬかれ難いがこの種作業に対し何らかの指針

ともなれば幸甚である。大方の御批判を賜りたい。

(E)全功麗での比較

以上の各作業別の比較を総括してみると上表の通りと

なる。

なお前表で完全造材は澱出稜石数増加によりI､ラック

運材単価は5.75％切下げられているがこの事は貨車輸

送にも適用されるであろう。

鞘みに八代山赫郡の平均輸送灘'20円の5.75%が
完全造材の場合切下げられるとすれば6．89円更に安く

なる事になる。

従って普遍造材を基準とした各種造材法の工場着単価

の歩増額は次の猿になるものと予想される。

《
１

普通造材｜士o円0

条 剥

甘皮残条剥

くロ剥

甘皮残ベロ剥

弱
配
弘
だ

●
●
●
●

２
０
４
今
４

１
２

一
一
十
十

完
全
造
材

P

（1）完全造材中「ベロ剥」は普通造材に比し相当の

仕上り高となるが，他は普通造材と大差ないし「甘皮残

条剥」は相当の仕上り安となる。

これは完全節打により材面が平滑であり且つ皮剥方法

が普通造材に比し丁寧であ潟ため材の乾燥度ガ霜<重麓

が軽減し各作業中の材の]反扱が普通造材に比し容易とな

るためと考えられる。

一‐

ー

10人が語る

日本と海外の航空嶌真

A5判・80頁・価¥100〒101

－日林協測量指導部編一

日独10人の専門家が森林記念

館で識演した際の記録で，その他

航空亭喜2灘淫曾雲り童す’

最新型

携帯用実体鏡

林野塵編

｜日本森林分布図
180万分の一

IB奎判・¥180･20

1国有林・民有林・官公造林地

、防風保安林・国立公園界・

’営林局，署界・森林外地・等
，高線などが一眼でわかる地図
口

く
ｔ
グ
ー
：
～
１
く
ｉ
ｒ
７
ｊ
、
く
Ｊ
１
ｌ
Ｉ
ｆ
リ
Ｋ
〃
～
…
く
Ｉ

￥8,000〒実蕊

精巧且鮮明な森林調査用実体鏡

特長？軽量でしかも堅牢，密着，

2倍引伸用の板があり，林相判読

境界確認の津めの拡大鏡付属。
．‐君乳生一

日林協測量指導部．~ユタ、フビ
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今日世界の国家ガ蓮つの属轌に対立していることは知

らぬ者は無心､。しかし同時に両隣輯の詳学もまた対立し

ていることはあまり知られておらぬ。しかも前者は武力

戦として冷たいのに対し,後者は智力戦として極めて熱
烈であるにもかかわらず一般に認識されておらぬのは，

社会主義国家の科学ガ銭のカーテンの裡に深くとざされ

ているためと，これ労課究を危険視してい潟ためではな
T

かろうか。

科学に国境なしということは過去のことである。今日

社会主蘂国家の秤学は全く政淘こしている。しかもこれ

が平和攻勢の一環を担当していることに注意も払わねば

ならない。

中共に抑留されていた我鳧日本人の多くの科学技術者

は，建国当初に於這は日本の科学獅廠者として相当の待

遇左うけていたことは事実である。しかしその資緒ほ次

第に失われて遂に今回の帰還に当ってほその帰還理由の

一つとして「日本の科学技術は政治的，厩観的に中共の

科学技術と相容れない」ということであった。「中共の

科学Jとして今日発展しつつあるものは，とりもなおさ

ずソ連科学である。中共に於てはソ連科学を最も先進的

科学であると称し，叉ソ連自らも自国の科学逢噴f界の先

進科学と称している。しかして米,英,その《畷本主義

鬮家の科学をプルヂョアー科学，観念的科学，似而ﾖ榊

筆と称している。この科挙上の攻勢は極めて強烈であっ
て，ソ連のあらゆる科学文献は一中共も同様に－常にソ

連政治と関連して資本主義国家に対鶴す-る斗争的文章で終

始していることを特徴とする。

ソ連科学力究〕鐸洋であると自称する理由は次の二つ

の点に要約せられている。

第一。ソ連科学は弁証法的唯物論に基礎づけられてい

る。

第＝・ソ連科学は理論と実践とが統一されている｡

第一のソ連科学も課証法的唯物論によって基礎づけら

れていることは科学薄轌学の褒付げを持っていることで

ある。ソ適改治もまた同じマルクス哲学のイヂオロギー

によって武装されている。従ってソ連科学及学説等の正

否は，同時にマルクス哲学の正,否に関連し，直接に政

治のイヂオロギーの正，否に関連する。弁証法的唯物論

はソ連に於ては正諭と確信しているが故に，これに基礎

を置くソ連科学は重要視され，且つ先進科学と自称する

所以である。・

科学学説の正しいか，正しくないかは実践によって証

明せらる。最近のソ避}学りまその実践方面に於て著しい

発展を示していることは極めで注目すべきことである。

真理は唯一つしかない。故に正しき科学学説ほ哲学的に

も正しくなければならない。今日新しい科学的研究法は

総て弁証法的の傾向がある。弁証法唯物論的でない研究

法による旧式学説は観念的に終り，正鵠を失5か，新学

説によって敗られる運命に相遇する。'であるからかか愚

科学をソ連では似而非科学と称している。ソ連に於ける

世界的生物学者「ミチェーリン」は米国の「ピズマシ」

「モルガン」学派の学説に対し新遺伝学説を以てこれと．

斗争している。ソ連医崇発展の基礎ななす「パプロプ」

学説は「ヴィルビヨー」の細胞生理学を根底からくつが

えして「パプロフ」思想は今日全く革命的医学職鴎と蔀

されている。理論物理学に蕊ても，天文学に於てもソ連

は今や革命的学説を次鳧に発表している。そしてこの科

学学説の裏付けを為すものは総て弁証法的唯物論であ

患。

第二のツ連科学力遜諭と実践との統一であることは我

我ガ鐙も関心を深めるものであろう。科学の実践化とい

5事は如何なる国家と雛努力していることである。文化

の発展は科学に基礎づけられることは勿論である。しか

し科学の実践に於てその目的と手段は社会主義国家と資

本主義国家に於ては全く相反するものがあり，ここに科

学陣営に大きな対立がある。現実に於て日本には多くの

科学者,鐡怖者がおり.,世界的澪名な学説,発明，発

見がある。是等の重要な学説,貴重な発明，発見は悉く

世に田て実践されているであろうか,遺憾ながらこれを

肯定し得ないのみならず，多くは闇から闇へ葬られて実

践仁移されているものはその内のJ敏のものに過ぎな1，、

のが現状である。資本主義国家では科学理論の実践には

常に利潤追及の障壁がある。これに附随して常に経渋危

機というものが存ずる°この経済危機が黄木主義の基礎

を動揺せしめ，従って科学にもその影響を与えて科学理

論は完全には実践に移り得な心､。ソ連にあっては科学は

直ちに社会政策上に実施せられ，ここには経済危機がな

いから経済に基礎を掻き，ぞの上層建築である科学にい

ささかも動揺左与えないで常に正しい路線上に発鴎す

る。現実に於てソ連科学は生物学に於て「ミチニーリ

ン」，「ルイセンコ」，医学に於て「パプロフ」，「レ

ベンスカヤ」，天文学に於て「シニミツト」等が世界的

薪学説を発議するまでに急速の発展をしている。是等の

一
一

9
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(篭者）材業磯械化協会
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けてきた。アカデミー会員ウ桑・ケ・ブェセンコブは早

くも1920年代から宇宙進化論に関する系統的な耐焼遊

始め，地球,遊星，恒星，太陽系の小さ灌星の発生を明

かにするため，いろいろの方注を考案している。彼は宇

宙発生学と地球物理学を結びつける必要のあることを力
説した。

ソ連の天文学者ヴェ・ア・アンバルツミヤンは現在で

も星は造られているという極めて重要な学説を実証した

功労者である。彼の結論は，宇宙が20億年前に造られ

たなどということを証明しようとする宇寶発生上の観念

論的な傾向との斗争で重要な役割詮はたした。

アカデミー会員，鎌・ユ・シェミットは，ちりのよう

な宙石状の物質が固笈って遊星ができたのだという説を

たてた。彼によれば星雲状の分離した物体が空に沢山あ
り，特に太陽をふくめた銀河系内銀河に多い。この「宇
宙のちり」力窪まって巨大なかたまりになると「糠成物

質」の役割茜果すようになり，この独質から遊星が生れ
たのである。地球群の小さな遊星が太陽の近くにあっ

て，大きな遊星力紫陽からすこし離れた所にあるという

不思議な配置もこれで説明がつくわけである。つまり太

陽の近くにあった「宇宙のちり」は大部分ガ識陽にくっ
ついてしまい，一方では光圧の力ではねとばされてしま

5。このため太陽の近くには大きな遊星が生れる条件が．
ないのである。反対iこ太陽から遠く離れた所では物質の

凝集が行わｵL"大きな遊星が生れた｡太陽の近くにある小

片は太陽熱で熱牲られて揮発性物質にさせてしまった。

このため太陽に近い地球性の遊星の構造にはなかなか融

けない石や鉄のようなものが多くなり，太陽から離れた

木星，土星等の遊星は大部分水素と炭素と窒素からなっ
ているのである。毎年いろいろな形の唄石ガ馳球の上に

落ちてくるが，これは勿論遊星を造った太陽周辺の物
質そのものでない。噴石は遊星と同じように長い週也の

産物であって，原始小片の無数の衝突の結乗である｡.し
かし隠石が地球の発生と週この基礎にある宇宙の過程と

も関係をもっているのである。この隈石理論でいくと遊
星が太陽のまわりを動く場合の軌道の形，太陽の衛星の

直線運動と逆転,遊星の自転,その他の法則の説明がつ

く。宇宙趨上論で唯一つの見地から凡ゆる観測現象が完

全に説明されたのはこれがはじめてである｡天体はもと
もと灼熱状態透あったという考えが2世紀以上も天文学
を支配してきたが，新しい学説はこ,の意見とは反対に，

地球と遊星はもとは冷たかったのだという結論をだし
た。この結論によ､って地球の構造，地球内に作用する

力，及び過程を新しく検討する基礎ができた。

地球の溝造に関する科学馳質学）は今まで地球はも

と灼熱状態にあったという古い宇寅発生論から出発して
いた。これをもとにして火山の理論が作られ，山脈形成

の輪力舗遥した｡火山の爆発は地底がどろ.どろに融け
ている証誕であり，山脈ができるのは地殻力蕊んだん冷

えて固まり餓ができた綣梁であると考えられてきた。新

学説は発展すぉのみで逆行しない。これに反し資本主義

国家の科学は発感Fる速度勃狸1,,か,或は逆行する可能
性も多分に持つものといわれている。

以上の如く今日の科学界は両国家陣営に於て対立して

いる。その対立は科学より政治へと謬っていることを看

過してはなら"と思う。

最近のソ連科学の一端をソ連雑誌，新聞に掲載された

ものより摘録して紹介しよう。此の2編は共に生物学の

「種の起源」に新しい見透しを与えるものであり，特に

シュミットの宇宙進化論とレペシンスカヤの「まだ細胞

を形ずくっていない生物の新研究」はソ連科学の1951

年庭の重要癖成果の5ちに数えられ為ものである。

筒「ミチユーリン」学説として新遺伝学説,樹木の段

階発展学説,春化論等は農業,林業方面に重要な関係を
有するもので，いづ顔機会を得て別途に図書として刊行
しようと思っていることを特に附記する。

（,）宇宙溌生の新学設（ぺ・クカルキン教痩の論文

『M鋤論者」より要約）

ユ951年度のソ連自然科学界に起った最大の事業は，

コスモゴニア（天体の発生と発展に関する科学）の諸問
題を討論する会議であった。この会議の中心は地球と遊
星の発生に関する学説，つまり慣石諭である。

誰もが知つ亡いるように，最近までイギリスの観念論

的な物理学者ジーンズの宇宙発生に関する仮説が'天文

学で一般に正しいとされ，この’940年代の初め頃まで

ほ天文学に関する，凡ゆる科学書,解冒j鋳に壁り入れら
れて来た。この仮説によると，太陽のそぼを通る星力蛎

然太陽に接近した結果定あると説明されていた。つま
り，太陽のそばを激しい勢いで星ガ輔り過ぎると′星の

引力で太陽から物質がもぎとられ，その物質の流れが分

かれて太陽の衛星となったというのである。計算による

と星が太陽に接近する確率は極めて少なく，こんな方法

で遊星がつくられることは全く例外なことであって二度

と繰返えされることのない偶然である。ジ戸ンズの説く
ところの地球の発生は偶然なものだということが，資本

主義社会で彼の仮説を勝利きぜるもとになっている。と
いうのはこの仮説をもとにして，地球発生に関する非科
学的な解釈と宇宙創造の伝説と力辮びつけられているか

らである。

ソ連の天文学者エヌ・エス・バリースキーは厳密な数

学上の計算をやった上で，引力によって太陽からもぎと

ら郡た物質は，逆砿二太陽の上に落ちるか，詮れとも太陽
のそばをすごい勢いで通りすぎたその星の後方を一定の

距離をおいてついていくはずだと説明Lた°

英国の物理学者ミルンとホールテン等は，光エネルギ
ーの巨大な「原始アトム」が全太陽系の物質に変ったの

淀というばかげた思想を発展させた。ミルンに至って

は，この方法をつかうと「宇宙創造」の時期がわかると
までいっている。

ソ連政権のもとで長年に豆る靭暁をソ連の科学者は続

《
■

《
』
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限石論はこの素朴な意見をうけつけない。地球力進化す
るにつれてもともと冷かつたこの遊星はだんだん熱せら

れる。地熱の源泉は地底内で放射能の放射が行われてい

るためである。詳しく綿密に計算すれば地球のいろいろ

涯深さの温度を定めることができる。それも現在の温度

ではなくて，過去の温度までわかる。この新しい理論に
よると放射能の貯蔵力非常に減ってきたとき，何10億

牢もたったあとで始めて地球が冷え始まるのである。だ
から地殻が冷えたことが山脈が生れた原因ではなく，放

射能の放射によって地球が熟せられた詰果,地表Iこ山脈
を造るエネルギーが生れたのである。ソ連の地擬学ほ現

在地層の変動を研究している。この変動の法則は地震の
理論にとって重要である。

シュミットの宇宙週睡論による「宇宙のちり」と噴

石状物質が固まって遊星ができたのだという結論は詳し
く実証されている。この説の正しさを証明する研究もあ
らわれている｡

この数年間になし遂げられたソ連進化論の成果は，矛
盾だらけな仮説から，科学的基礎をもつ宇宙進化の理論

を確立した。ソ連の宇宙週上論の特徴は徹底した唯物論
に立ち，世界が物質からなりたつものであり，あらゆる
物質の発展法則は認識できるものだという深い確信に立
っていることだ。

ソ連の宇宙進化論のもう一つの重要な特徴は，実際の
要求に従っていることであって，地下金属盗源の測定や
地震の予知などを任務としていることだ。同志スターリ

ンが言ったように「社会主義制度のもとでは，科学は経
‘験と実験の声に敏感に耳を傾けるものである。この制度

のもとで始めて難かしい理論と実践の任務を統一するこ
とができたのである｡」

ソ連･透は宇宙発生の問題の研究は資本主義諸国で見ら
れるように個寺の天文学者や物理学者力参加するのでは

なく，科学者の集団が参加している。数学者，地質学

者，地球物理学者，地球化学者，その他の科学者鋤等宙
発生の問題を研究している。このようにソ同盟では宇宙
発生にいろんな科学者が大勢で解決しているのである。

（2）ソ連の医学研究の現状と医学者（ソ同盟アカデミ

ー，ニコライ・ユノウァーロブ氏の報告）

社会主義制度になってからソ連医学の発展にとって最
も都合のよい条件ができた。ソ同盟には第ﾕ級の設礁を
もった医学研究所，実験所が多数つ･くられ，医学の一大

中心機関であるソ同盟医学アカデミーがつくられた。そ

の中には生理研究所，内科医学研究所，神経病学研究
所，実験医学研究所，実験生物学研究所，外科医学研究

所,化学研究所，その他重要な科学研究機関がある。こ
こでは社会主義国の最高の科学者茜新究している。

教授オ・ﾚぺｼﾝｽｶﾔ女史は弁証法的唯物論の発展
過程の命題に基いて，細胞でない生命形態があり，それ

癖､胞に変化することが出来ることを発見し，卿胞の

外に生命はない」というヴイルヒ富ウの理論を否定ル

た｡彼女は細胞組織をもっていない生勃体から細胞ガ澆

展できることをりつばに証明し，新しい細胞理論な確立

した。この理論によって癌を始め悪性の腫物は新しい方

法で研究することができるようになり，細胞をもたぬ生

命形態，有機体と種形成の発展を研究する上に生物学や

医学の関係者は大きな見透しを与えられゅこれを発展さ

せたテーマが60以上も研究されている。

実験生物学研究所では細胞や鴎俄の発生を研究してい

る。この研究所の遺伝実験所は生物体の合成，遺伝現
・象，自然界に於ける非生物体蛋白質培養基から生物体蛋

白質の発生3こついて研究を行っている。レニングラード

の腫物瘍研究所は腫物の進行と生物体の役割を研究して
いる。

ユ950年に行われたソ同盟科学アカデミーとソ同盟医

学アカデミーの合同会談ではパブロブ学説の諸問題力職

討され，ソ連医学者の進むべき道と研究任務が決定さ
れ，パプロフの生理学者と予防医学の重要問題の実験的

研究や新しい治療方法の研究に大きな意義を認めてい

る。例えば内科医学珊暁所は血圧昂進症を治す効果的な

方法を研究している。産婦人科研究所は薬物が抑止及び

衝動過程に与える作用詮研究した大生理学者パブ戸フの

教えに従い，誰にでもできる無痛分娩法を研究した。こ

れば臭素とカフェインとピラミドンを一定量服用する方

法である。この方法を使えば母体にも胎児にも全く無害

である。神経学研究所は言語障害治療法を考えだした。

又こ燕まで不治の病とされてきた淋巴瞳や「こしけ」の

ような悪性瞳物の治療法を発見した。叉ソ連科学者は心

臓外科の分野ですばらしい成果をあげた。心臓の傷や心
蕊炎の治療に効果をあげ，心臓障害の手術は己に実際に

行われている。ソ連外科医が血管接合に優れた技術をも

っていること蓮掴商しておく必要がある。つまりとの接

合が心臓や犬血管の手術の成否を決定するわけである。

この接合を短時間で完了する独特の医療器具を造った技

師ワレリー・フェドブイチ・グードフ氏はス亥一リン賛
をもらった。

医学アカデミー正会員で有名な眼科医プェ・フイラF‐

トフは冷凍植皮術を提唱して，ソ連医学に大きな貢献を

した。この眼球手術は世界的な意義をもつソ連眼科医学

の成果である。フイラートフは眼球の植皮手術の結果を

しらべ，この手術が喘息や胃潰傷などの病気にもよく効
くことを確証した。

ソ連医学発展の大成果を示すものはつい最近まで不治

だとかf治療困難だとかいわれてきた多くの病気蓮治療
するいろんな方法が刷究され実地に応用されたこと垂あ

る。例えば肺炎は現在の治療法によると生命に危険を与
えることはないし，特に老人に対しては危険を与えるこ
とはない。叉結咳も治るようになった。コレラ，ペスト

などの危険な病気はとっくに過去のものとなった。最近
ソ連医奔は奇ラリヤの鯛甫率をぐっと引きさげた。
ソ連の科学者は勤労者の健康と幸福のたあに次々に新
たな成果をあげ死の伝染病やいろんな病気から人類を救
うというけだかい人道的な目的に奉仕している。

《
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ある。、

だが，この醤は実際にあてはまらない。それはここで

瓶にたとえた山自体は水な入れる容斌が決して小さくは

ないからである。そこでこれを訂正して瓶の口の下に網

のようなものがあって，これがつまるために水力城の内

まで透らなくなるといった方が正しい。

この障害物は土壌層のいわゆるB厨と呼ばれるものが

それである。もっともすべての山についていえば全く土

壊層の無い岩石だけの部分もあり，あるいは基岩の上に

浅い風化土のみの部分もあろうが，森林の生育する部分

では厚薄の差はあっても土壊層力私り，その地表面下に

比較的透水性の課､層のあることは一般にﾙ､えるである

5･この不良透水性のB層が問題なのである。切角森林

がその独特の機能によって雨水の大部分を林地で郷し

ても，この層があるためにたちまちその撫自がとまると

いう厄介なことになる。もっとも荒廃地や禿緒地に植林

すれば保水容鐘勃婚加するが，ある限鹿以上は一般の林

地と同様になる。そこで大雨のときの水害を防止3－るに

はこの障害を取り去らなければならない。稲林のみに態

ってこれ淫克服することは，よし森林にその作用がある

にしてもきわめて除詩で，実際の効果蓋あらわすのは数

百年を要するであろう。あるいは植林する折に土を鋤き

返えして攪舌けることも考えられるが，何かよい例力無
いかと心掛けていたところ，Tb1mgnの｡6Ground

Water''という有名な地下水の本を見ていたら，その好
例を見出したから，これを紹介したい。

それは米国でwaerSpreadingと呼ばれる方法で拡

オ鑑と竃もいうべきか。この方法は地下水を人工的に補

給するためのもので，米国では1889年から始められた

が，欧洲では地下水浄化のために小規模にすでに行われ

ており，米国では次第に大規模になり，地下水補給と同

時に洪水緩和にも行われるに至ったという､。

この方法は河の出水のとき水を附近の透k性の良い土

地の上に導いて撒布するの力達で拡水法と呼ばれたので

あるが，後には特に透水性の良い場所を選んで井戸また

は竪孔に吸収させる方法も行われ，これをも鉱水法の内

に含まれる。拡水する際に水が濁水であると浮遊土砂で

鉱水地の地表の孔隙ガ窪ガ鍬して吸収がｵつるくなるから，

出水のピークの後2～3日して水力鐙んでから作業を行
ったので，この頃には洪水緩和は考えられていなかっ

た｡拡水地としては錐状沖誠地や溺状地を選んだ。そｵし

はこれらの頂点附近は一般に斜面下方よりも透水性が良
いからである。この方法としては次の数種がある。

砂防ダムおよび河床改良谷を横切って作られる砂防

ダムは一般にはその背後に溜る水がそこの河床で吸収さ

れることはなく，またそｵしを期待されてもいないが，河

床ガ錘水性である場合はここで吸収されて地下水とな
る。また谷の広くなった部分が透水性で水流は不断はそ

」醐脳瞳

。画囹種
~=II~弓行司r一

治 水談議
－拡水法について－

…一一一一一一…‘平田徳太郎
28.11.25受理

近年台風や不連続線の豪雨で記録的な水害が各地に頻

発し，治山治水の問題力泄間に今更のように取り上げら

れ，種詩の施策力論議されている。特に，今年は水害に

加えて天候ﾌ下順の害が併起し，全国の農産物特に米の生

産高力著しく減じ，またまた食糧難（米食難）の声力摘

まり，終戦直後を想起して人糞を憂うつならしめてい

る。我国にはこれらの災害の外に地震もあり，その上外

国の侵憲さえないとはいえないとの説もある。これらが

同時におこることもありうるとおもうと安心してはいら

れない気がする。これらの災害の一つでも完全に免かれ

る季段はないものかと誰しも考えることであろう。

そこで我鳧の関係している治水問題について考えてみ

よう。治水の一として治山の重要であることは何人にも

異存のないことで，治山といえば山に木を植えること，

山腹工事や野溪工事であり，特に戦時および戦後の山の

荒廃が指摘され，植林緑化の運動が国民的におこされて

いるのは結構なことである。森林の治水効果ば我持も確

信するものであるが，同時にその効果の限界について正

しく認識し〃その限界左どう克服して治山効果を完うす
■

べきかについて更に考究する必要があると思う。

ノさきに（「森林の浩水援能限界について」本誌28年

9月号）述べたように，森林の治水効果にも限界があ

り，それ以上の降雨に対じてはもはやその効果詮発揮し

えない。しかし，これは実は山自体の限界であって森林

の限界ではない。もし山の条件ｶﾐ良好ならば森林はなお
効果を発揮しうる能力をもっている。それは多くの森林

の謬透能は現実におこると想像されるいかなる強度の雨
をも吸収しうる能力があるからである。

この能力が充分に発揮されないで少しの強1,,雨でたち

まち限界に達するというのは，我国の山特に斜面は長い

間の侵蝕塵削のために土壌層が浅くなっており，保水容

量が小さくな』っているためである。特にここ十識年来の

山の荒廃はこのことを一そう促進Lたであろう。そこで

これをたとえていうと瓶の口はいくらでも水を通しうる

漆，瓶の容量が小さいとたちまち満水すると同じ理屈で

－

1

つ
』

(筆者）農林省林業試験場・理学博士
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平 田：治水談義 ’

の内の細い水路にのみ流れている場合に，洪水のとき谷
一面に拡氷して地下彦久菱増大する。特に現在の河道と
理積した旧河道との交叉点は透水良好であるという。カ
リフォルニアのSantaClaraValleyWaterConser-

vationDistrictではこの目的で五つの亥ムを建設し，

下流の地下水を豊富ならしめたという。洪水期間の外は
河底の下は乾燥しており，その吸蛎目を研究Lた結果,，
ダムの背後に溜った水を全部吸収し，後に乾燥期に放田
する溶鐙があ潟ことが判った,という。

溝による方法これはカリフォルニア地方で最も普通
に行われるもので，特に指定した地点まで溝で河から水
を引き，拡水地には畝を作り普通の潅慨のように畝の内
にﾇkiを撒布して吸収させるのである。引き込む水が土砂

を含んでいるときは溝に傾斜を持たせ噂沈積な妨げ,下
方の堆積地で沈積するよ5にする。
区切法選定した地区の讓割つりに土堤を造り，その内
の噸を擬土するなり,またほ自然植生のままにして，
その内に水を浅く溜める｡農業土木局の潅漉部で155日
間行った実験の結果，同一土壌型の土地でも自然植生の
ままの区は，攪士した区より1.7倍，植生を刈り取って

攪士した区より1.3倍多く吸水し滝。自然植生のままの

区ガ鐙も吸収良好であったのは驚くべきことだとしてい
るが,謬透の知識が発達した今日から見れば当然のこと

であるも

SanFernandoValleyの東部で行ったのは粗い花儲

岩の砂と砂利からなる沖穰地186acreの地区を選ん穐
第一年目には吸収水は3～10acreft/dayであったとい
う。しかし，次第に藻類の堆積ができて吸収が悪く毎る

ので，地面を掻きおこすことを繰り返しているという。

またこの地方の一部で砂利穴に氷を流しこんだが，その
うちあるものぼ水侵入の速度は25ft/dayに達した。こ

の方法で水の過剰な冬季に地下水左貯え，それが丁度夏
の渇水期でかつ水需用期に地下水となって所用地点に到
達するような箇所に拡水地な決定したという。．

またある地方では河底の透水性の良い部分も出水によ

る砂の堆積で透水性が悪くなるので，出水ごとにその直

後に河床莚撹乱したということである。
、竪孔および井戸による方法錐状沖積地でもその表面
の大部分が透水不良農ととがある｡かかる場合にほ；炉
または竪孔を作って水を流し入れる方法である。深い滞
水層まで竪孔か井戸を貫いて，これに水を入れるのだ
が，水は清水でなければ，土砂堆積のために吸いこみが
悪くなる。

以上ほ大体だが来国西部のカリフォルニア職丘で行わ
れている方法の例である。この地方ほ年雨量がは蔵は淀
少く，かつ降雨期が冬季に限られるという状態で，冬の
雨水を地下に貯えて夏の水需用期に地下水となって利用
されるのを期しておるのである。本邦の降雨事情はこれ

と違ってはいるが，これらの考え方や工法は水費源の利
用および洪水調節の一方法として我国でも考慮する必要

があろう。本邦では洪水期は西日本では梅雨季の後期
で，これは冬から春腫かけて'の渇水期につづき，また全‘
国的の洪水期は台風時期でうこれまた7，8月の乾燥期
の後に来るので，L､ずれも地下水の澗渇しているとき
で，地下貯溜容量の最も大なる時期である。ゆ裳にこれ
を利用して洪水緩和とともに水費源を補給する一方法と
して地下貯溜を考えることはきわめて適切と思う。こと
に本邦到るところにある火山系の山はその地下貯永能力
が大であることは確で，富士山麓周囲に地下水の豊富な
ことからもその一端がらか”つれる。これを葵行するに
は山の地質溝造，地下水状態，土壌の透水性,地表の鯵
透性等各種の基礎調査を行って慎重に研究すべきで,地
中惨透水のために土層が不安定になり，崩壊の因となる
ようなことほ厳に留意しなければならない。

これらの方法による実際の効果の例としては鯉os
AngelsCountyでは1936年には埴ド貯溜区ほ26"
所700,000acreの面積を占め，こｵljを1914年と比較.
すると地下水補織旨の増加は2,300,000acreftに達
し，この数字はこの地方の地上貯水池の総貯水量の50
倍に当り麹カリフォルニア州の全鈍上貯水池の容量の
1/3に当るとのことである。またある地区の地下噸上
昇の例では地下80ftから10ftまで高まったという。
かく地下水補給のために地下水位上昇の結果，下方平坦
地の鍔池の地下水位を高め，そのため土地所有者の蒙る
損害について訴訟沙汰をおこしたことがある。これに対
しては地下水をポンプで吸上げて，鞭下水面を自然にお
こる最高水位まで低下さをることで解決劇~る。こIのたあ
に吸上ポンプの設備をもあわぜてしなげ薪おばならないと
いう。場所によってはこういうこともおこるであろう。
これらの例の多くは地下水を高めるたあ貯溜量を増す
のが主な目的で，河から水を引いて拡水するのである
が’我国のように雨量過剰のために水害を諸こす場合の‘
ためには，地表流下となる雨永鐙山腹で吸収せしむべき
であろう。河道および氾濫地で吸収させることももちろ
んである。山腹で直ちに吸収さぜるには，筆者が先に
「侵蝕防止法の一案」（本誌1952年1月号）に述べた
方法と，本文に述べたところ童合わ冠考究したならば，
場所に応じた適当な方法がえられるであろう。
この地下貯溜法の地上の高ダムによる貯水法にまさる
利点としては，地下水面上の毛管水緑が地表面に達する
場合の外は,蒸発や蒸散によって水惹失らことがなく，
この方法によるエ藍ほ地上貯水ダムよりもはるかに少額
ですみ，まだ貯氷ダム建設に適当な地点詮弓ることが困
難な場合でも,この方は比較的簡単に適所がえられ,特に
地震に対してこの方が安全である等の点があげられる。
この方法の実施についてはすでに述べたような基礎的
な研究のほかに，技術的にも種を研究すべき点z琴ぃで
あろう。ここに挙げた例からすでに20年に近い時がた
っているから，その後の実施によって種玲改良されたで
ある5．近年各方面の専門家が彼の地に赴かれるから，
すでに視察研究されていることと思うが，この方法につ
いての提案なまだ見ないそうだから，概要でほあ為が紹
介して関係方面の注意を喚起したいのである。
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売払又は伐採に適当の制限を置くことを得べきため，之

等の山林は政府の所有に属せしめ，若し傾斜地に於ける

森林にして保護の必要ある時ほ，命令を以て之を保安林

となし，指定せる方法に依りて倣かに之が伐採を許可

し，以て其の保護を完ふすることを得。平地林にして保

護を要せざるものほ，之を共有林となし，其の伐採に関

しては厳密なる制限をなさ壁るIを例とす。

斯くて日本は実際に山岳の傾斜地が，其の崩壊によっ

て激醤の被害を見るに先立ち，能く其の崩壊を防止する

ことを得たるものにして，或る地方に於て山岳に接近を

る場所に，注を洪水のため土砂下方の地に流下し，斜面

の露出するもの無きに非ずと錐も，之等は其の例外に属

するものなると共に，此の如きは偶,々以て日本力蕪林の

荒廃を拡大し，之を回復するの途なきに至るに先立ち

てシ之を防止すべく其の注意を促すの具たるべきもIのな

り｡」（筆者及訳者不調

債て米国人は斯穰に我国の林政及び林業経営技術を嘆

称して居るが，翻って明治時代特に其の中葉時代の森林

の梗概を推知し度いと思う。

明治の初期ほ森林の調査ほ勿論,他の統計資料も極め

て不充分であって，加うるに維新忽燕であったために，

総べてが混沌として居った時代にもかかわらず，前述せ

るように○明治3年（1870）には民部省は既に府県に

御林帳様式を頒布して，官林を計査録上させ○同5年

（1872）には大蔵省達132号を以って官林反別箇所の調

査を府県に令達し○明治6年（1873）には大蔵省は官林

の内，水源を酒養し，土砂を狩止し，叉は有名な赫木の

ある箇所と，漸次払下げても差支えない箇所との調査を

府県に命じ○更に同省達'34号で用・不用存匿林の区別

を立てると共に,之れを保安林制度設定の前提とした。
○同7年（1874）には地所名称区別を改正するようにな

って，従来幕府叉は各藩の所領であった，山林原野及び

社寺の上地林は，之れを官有地に編スし，其の他の山林

原野は民有地とすることに定めた。○叉明治8年(1875）

にほ内務省から官林等級区分心得塗達して，次の標準を

以つ･C官林の等級区分左実施した。

第一等官林良材大樹の森列するもの。（将来存置す

べき見込みの官林。）

第二等官林良材大樹ありと雛も町歩狭少或は運輸不

便にして，生立稽々劣れるもの，並に堤塘・橋梁の

用材に傭ふるもの。（詮議の筋あり追而,何分の沙

汰に及ぶべしと定めた官林。）

第三等官林薪炭林並に鉱山用林,其のi雛来願によ
って村民の費用を許した雑木，篁竹等の叢生する．も

の。（払下げ苦しからざる見込みの官林。）

以上の森林は各種の資材を供給するの力逹目的であっ

て，別に水源を酒養し，土砂を汗止し，潮風を防備し､，

風致左保存する等の所謂保安林は，別に禁伐林の名称詮

＝

林業技術の

発展過程

(3)

石川利治
29.2.18受理

明治30年の我国最初の森林法が，多年に亘る官民朝

野の森林荒廃の認識と山林法律制定の要求に依って，国

土の保全を第一義として立法化されたが，其の森林の荒

廃の程度も当時の米国のそれに比すれば，それ程甚し<

なかったように思われる。次の--戎二ほ明治末葉頃米国人

の眼に映じた日本の林業であって,液我の林業経営技術

の発達の程度を比較し，対照し得ると思い，亦戦後何で

も米国と比較対照するようになったので鼓に転載するこ

ととした。

「米国が今や森林を節約，山地の保護及び治水の問題に

逢着し，之が解決に腐心しつつあるに当り．，日本が森林

の荒廃に因り生じたる悪結果が，未だ甚大ならざるに先

立ちて能く之等の問題を解決して，先見の明ある日本人

は，其の広大なる森林の荒廃に因って生ずべき結果を予

言して，其の森林を総ぺて政府の管理の下に置き，以っ

て能く之を保護することを得たり。日本が森林経営に従

事せるは，他の諸国に比して遙かに永く，既に千二百年

間に渉り其の八民は絶へう造林をなしたるものにして，

其の成功趣ろ亦敢へて異とするに足らず。而して周到な

る管理の下に，今や其の森林は最大の収穫を得るに至れ
り。、

夫れ此の如く其の森林収入をして，最大ならしむるに

至りたるは，一方に於て筍しくも一片の木材遊雛も其の

利用を忽にすることなく,，一本の棲条と雛も其の盗伐詮

敢へてすることなきと同時に,他方腫於て森林の間伐其
の他の手入をなすに当りてほ，周到なる注意を払いて，

其の開発に力めたるに依るも‘のにして，其の森林は植栽

後i-三年目に於て第一回の間伐を成し，以後卜年を以て

之を行ひ百二十年に至りて之を伐採するを例と､する

元来林業は日本政府の最も利害を感ずる所なるを以
て，深山に在りて接近し難き森林と錐も，今や始んど開

発せられざるもの無きと共に，之が保護の必要上立木の

~

1
一

一
瓦

ノ

(錐者）林野庁調査課林業発達史調査室
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石川：林業技術の発展過程（8）

以って当時既に係存した｡､其の実地調査の主意は,次の

よぅなものであつて頗る難事業であった。

ユ・林区番号を確定する事。

2．官林の等位並に階級を確定する事む

3．反別木数を精査する事。

4．地質・気候及び風土を検する事b

5．地勢の向背・運輸の便否を考察する事。

6．林相を検し年度麹考え以って伐採・培養の見込み

惹立つる蕊

7．苗木仕立場を殻くる事。

8．森林の利害左検する事b

9．監守の方法を定むる事。

10・土地の保安・人身の健康を謀る事。

11．山林に属する諸産出を調うる事b

l2・山林に関する営業の見込みを立つる事も

13．木材相場を坂調る事。。

14･木材需要の多寡を計る事。

15．森林帖・森林風土記並に森林絵図面を製する事。

以上の目的主意を以って調査せられた結果は,明治18

年（1885）民有林の調査は不充分である力軟の穰な数値

を得て居る。

明治鵡年’0月現在官林の全数現在高．

（山林局第5回年報）．
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術は学の実行的方面であって，具体的蒋殊的のもので

あるから，林業技術の発達上，林業教育（鼓では学校教

育･林業試験･林業識習会･同講話会･共進会･徳覧会

等迄も含むものと一応仮定した。）は其の根底を成すも．

のである。林業教育に関しては明治林業逸史に，右田半

四郎・新島善直･上村勝爾・川島明八・岡部喜平・白沢

保美等の各大先輩が夫兵の立場で，明治時代の林業教育

の発端・諸制度・変遷・改革等あらゆる方面に亘って，

述べられて居るし，最近になっては片山先生が「我国林

業教育の発展過程と諸問函と題して，林業経済（昭和

28‘5．第55号以降）紙上に，黎明期から現在に到る迄

の諸事項に就て，詳細に発表這られて居るので，弦でほ

年次別に年表的に，重要事項（明治初期は農業と林業と

の区別が一般的には，判然しなかったので今日より見れ

ば，農業と思われる事項も挿入した。）を取りまとめ表

示することとし，併せて諸戸北郎氏調べの明治中葉頃迄

に出版された，林学書左掲載し，此の林学（業）教育の

一
一

摘要：立木竹100万単位｡民有林の調露弓充分なれば
40県の分を計上。民有林のみ地価21,314,010円

なお参考迄に明治13年以降同饗年迄の森林収入及

び森林費を計上して，我国森林法律制定の由来及び明治

中葉頃の森林の梗概を終ることとする。

自明治13年至同44年森林收入及森林費

，（宮部文臣談話中より）（大日太幽林会報）

年次｜森林収入|森 林費
明治18

4

、 5

6

58,320Ig

191"103

178,389

181,291

59,053IB

96，607

95,815

224,098

－20－
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石川；林業技術の発展過程侭）

うたらよって松野獺は青木に伴われて，大

久保の宿舎iこ到り山林学を説明す｡大久保
も，

の感銘するところとなった。

○興国維納府万国博覧会参加〃

、言読・学芸･農業・風俗・生活状態等を示

した出品であって，外国博覧会への出品の

噛矢であった。

○東京両国に小規模の博蕊会開設

翌7年には金沢市に，爾来年盈各地に小規

模のもの鏡催された。

○有用木材便蕊を発行

博覧会事務局に於て，初編を発行し，木材

の品質名称及び産地・効用等を示した。

○太政官より中・小学校敷地無代下渡の件畜

達ぜらる

○佛国海軍大技士「ヂユボン」伐木技士とし

て着任

造船用木材の調達のためであった。

○外国樹種に関する試験

・内務省地理寮事務章程中の山林法則及び繁

殖の道を施行するとの項目に基いて，外国

樹種を輸入し，之れが養成・生長等に関す

る試験を実施

○倫敦万国博斑会に参加

○松野鯛に依って，始めて山林学を輸入

此の年8月2日独乙の山林学校を率え帰

誕同月28日内務卿大久保利通の招請に

より山林課詰拝命｡

○日光山草木説を米人「トーマス・ホーク」

が著述。

林木特に厚朴･栗･楓･松･桧等p造職用
材としての性質を記述。

○独乙農事図解を刊行

独乙農事図解30枚並に附録接木法左翻訳

して刊布。

○植物調査及び勧農雑話の著作

勧業中属織田完之等植物調査の命を受げ

て，武蔵･相模・甲斐の3国を巡回調窪

其の採集せる植物に依って，勧農雑話1巻

を著作。

○濠州メルボルン府万国博篭会に参同

○農事修学場を設立

農事修学場を勧農寮出張所内に設けて，生

徒を府泉より徴し，入学規則を頒布。

○札幌農学校の開設・

開錆使に於て開校式を挙行。

○農学校を駒場野に設立の識圭決す

内務省ば農学校を勧農寮新宿出張所に，最

初新設する計画であったが,駒場野に変更。

項を終ることとする。

概要林業教育年表

重要林業教育関係事項年次’
明治3年
（1870）

○山林学の発端

青木周蔵「ブォルス1､、ウィッセンシャフ

ト」を始めて山林学と訳して，当時生産的

学問を修むる志望を抱いて，独乙へ留学し

た松野燗に斯学を学ぶべきことを鋤む。こ

れが山林学(林学)なる言葉の創始である。

○駒場醗事試験場を創設

駒場野約8万坪に於て，主として洋式農法

特に畜産を研究。

○霞関試験場を設置

米国から輸入した農具を以って，西洋の毅

類・蔬菜類を主として蕊

○開拓使官園を設置

輸入した家畜・作物を一応此所で飼育或は‘

栽培して，我国の風土に馴致した上で更に

北海道に移すにあった。

○種芸・牧畜習得のため米人技師を雇用

米人「ジョージ・エッチ・ホール」を開墾

局に雇用。

○耕作・牧畜講習のため海外へ留学生派邇

岩山荘太郎及び三隅市之助を米国に派遣。

○陣覧会開設の噌矢

小焼嘆であった力始めて京都市に開催され

た。

○内藤新宿に試験場を設置

東京近傍に勧農寮の小試験場が既に，10余

個所あったが便宜のため之等を統一して設

置（之が今日の新宿御苑の前身）

○外国博覧会に参加

万国博捻会大政官布達第亨号明治5年1月

14日。明治6年漠国維也納に開催之より

先き文久3年（1863）パリー･万国博覧会に

参加して′欧洲植物を持ち帰えり移植。

○湯島の聖堂で4観模の博覧会開催

内務省が告示を出し，又博覧会の趣旨に

「天造人工ノ別ナク宇内ノ産物ヲ蒐集シテ

其名称ヲ正ウシ其ノ用法司弁ジ人ノ知見ヲ

広ムルニアリ云‘々以下略」

○大久保利逼と山林学

大久保1木戸両副使を随え，岩倉公大使と
して’海外遊歴の途次独乙に来る。この時

大使は独乙留学生に命じて，各自修むる所

の学科を書出さしむb諸学科中に大久保

が，未だ聞知しない山林学のあるのを見

て，斯学の如何なるものか藷青木周蔵に問

明治7隼
（1874）

．’

明治4年
（1871）

一
‐
Ｌ

明治8年
（1875）

明治5年
(1872)

一
一

I

明潰9年
（1876）

明治6年
（1873）
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石川：林業技術の発展過程侭）

|○米国ﾌ靴ﾗデﾙﾌｲｱ万国博覧会に参加
米国独立百年祭を記念して開催。主要な林

業関係出品物は，木材の徹片・杉木類・楽

五倍子・生漆等。

○草木移動心得を発刊

勧農図編。

○札幌官園の農業教育

開拓使は人民から識習生30名を札幌官園

に入れ,農業教育を実施b

Io駒場農学校開設に着手

｜農事修学場を駒場野に移して開謹
○此の年早くも新潟・石川県に選挙桟が開設

された

○樹木試験場設置の識に付伺
B

松野燗が,樹木試験場設渥に関して，内務

卿大久崎1通･太政官三条実美宛に伺を立

JP""I"
|o緊繍:繍鯰麓難讓鷲緩
和するために，大規模の博撹会を計画実

施。林業関係出品物は農業の部に包含され
るに過ぎなかった。

○山林新説の発刊

片山直人箸｡．

○農学校入学規則を制定

内務省は農学校入学規則を定め，農学を分

けて予科・農学本科，獣医科･農芸化学

&科・試業科とす。

○水利学校の開設

金原明善力泳制学校を開設し，居家を以て

之に充て，数多の生徒を養成。

○駒場農学校開校

1月駒場農学筏竣成。天皇臨席，大臣参議

他外国公使等参集して開校華挙行。その

時の勅に

｜「朕惟ﾌ畠弓農ﾊ国ﾉ本ﾅﾘ物産由ﾃ以ﾃ殖
エ，生民由テ以テ富ム。鐙し此学ノ識セス

ンハアル可ラサル所以ナリ。今ャ本校建築

|響鱸蕊雰鰯畠讓蕊
益辮直ナラシメ，我国民ヲシテ益盈富饒ナ
ラシメンコトヲ望ム」と。

○大久保内務卿と駒場鰹学校

、開校に当り鐵典職，年額5,423円余を奨学

費金に嵩附b大久保釆施は明治元年太政官

参与となり，此の年凶辺に姥れる迄勧農政

策に終始した。

○晨談会と称する農事改頁研究会が普及

愛知県北設楽郡大野村の老農小木曾一家左

中心とする鍵事研究会が開かれ，之力建国

的に一時流行した。明治初年に於ける盲目

的欧米崇拝熱と直訳的欧米農法の模倣の反
動と見るべきもので，其の目的は旧幕時代

の農学者の説を祖述する老農について農事

改良の研究にあった。

○内務省蘭人「デレーキ」を雇用

砂防工事を瀬戸地方に行わしめたが13年

之れを休止し，県費を以て続行することに

変更。

○侭務省農事這信を開始

臨時報・月報・年報の3種を発行｡．

○樹木試験場の設立認可

松野燗は前年大久保内務卿及び三条太政官

に設置の伺を立て，叉山林学校官設の論を

数度に亘って提出したが，一向に取上げら

れないので，課員に樹木成長の状魍・木材

良否の識別を教え，他日山林学校設立の基

礎とせんとして，樹木試験場設立の議を提

出。時の地理局長桜井勉大いに之れを賛

し，内務少輔林友幸に巣議して，設立の認

可を受く。

○樹木試験場創設

松野燗場所の撰定を命ぜられ，北豊多)癖冊

西ケ原の高地を卜し22町歩の茶園を唯

入，漸次I4町歩の土地を買収。最初の計

画は道潅山より飛鳥山に至る一帯の地と

し，他日山林学校を設立し，伊豆天城山を

も譲受け，学校の演習林に供せんとした。

官舎2棟を建て藤田克三・池田真三を守園

吏として，居住せしむむ

○樹木試議場当初の事業

各地産樹種の播種試験｡特に小笠原島産樹種

19種力檗の中にあるのは注目に値する。

○内務省山称局員に林学大意を講述

品川弥二郎の命により毎土曜日局員のた
め，松野照が講述b

○山林学協会の創立（大日本山林会の前身）

内務省内に森林学を理解する者皆無の状態

を松野耐ガ蕊えて，外部の人民を鼓舞作興

し，以て輿論窪喚起ぜんとして，地学協会

の例に徴い，知識交換の趣旨を以て，市内

明治10年
（1877）

Ｅ一
一

、

《
】

明治n年
（1878）

’
の有志者を糾合組織し，筒毎週1回期を違

えず開会。

○森林上の巡講

松野砺命を受けて，山陽・山陰を巡回し，

県庁員及び民間有志者な集めて，森林に関

－22－
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石 川：林業技術の発展過程（3）

○樹木試験場農商務省に移管

此の年農商務省新設と共に内務省主り移管

○選商務省山林局学務課を新設し，事務条項

を定む

西郷農商務卿及び武弁山林局長に，山赫学

校設立の素望を松野硯が説き，両者の賛成

を得て新設。自ら課長となりシ山林学校組

織収調を委任さる・

○東京山林学校創立

政府は漸く林業教育普及の必要を認めて，

西ケ原樹木試験場内に始めて設立。
○櫻井勉林学協会を創立

目的は山林学協会と同一電あって，林学協

会集誌な発行。

○第2回勧業博覧会を東京上野に開催

林業関係の出品目録は大体前回と同鶴山
林局の参考品抜根機械雛形外12品目。

’○関東府県連合共進会開催

今回以降大正2年迄に14回開催。一

○山林共進会開催の謹を達す

明治15年2月1日より同年3月30日迄

幽林共進会を開催すべき旨を示達。

○山林局森林誓籍を刊行

仏国元森林監守長ウイダル著森林保護要略
（1860年）及独人プイシニパフ箸樹林学

識義第1編（1870年）を翻訳して刊行。

する識話を試む｡

’:鰯雲謡麗会に参・
内務省地理局編纂。明治11及明治12桑

明治12年○試験場掛を山林局に新設

（1879）此の年山林局設匿と共に新設。山林学術上
の方浅得失童考究する事其他7項目の事

務条項制定。

○全国の地質調査の計画樹立

｜鶏篭驚鶚皇
千円を支出することを，太政官に稟議して

裁可を得た。

○山林局第1回年報を編成（12月）

明治11年7月より12年6月に至る事蹟

．詮採録。

○濠州シドニー博覧会に参同

’○木材陳列貯蔵場を設置
内国勧業博覧会出品木竹漂本を樹木試験場

に譲り受げ,木材陳列貯蔵場と称する’棟
を建築。後東京山林学校第1教室となる。

○相模国官林調査報丈

高島得三・田中鰹調査山林雑報第’7号

｜蕊鍵灘轆轤
12.5）参照

明治'3年○公立学校瓢地下渡反別を制定
（1880）無代価下渡反別を公立小学校は500坪以

鳴内，公立中学校・専門学校は1,000坪以内
と定むC

O欧州産樹種31種試験に着手

北米樅･填国黒松・パルサム樅・松類2．

．種・落葉松・樅･械類・スピッツアンポル
ン・伊国産賊等の種子を坂寄せ，樹木試験

場にて試験締b

o独乙国特命全権公使の依頼に応じて，樹木

試験場は日本産樹種々子12種を独乙に謹

付

ヒバ．ヒノキ．サワラ・シノプヒパ．､コウ

ャマキ・ブジマツ・トウモミ・ウラジ画モ

ミ．サガモミ・エゾマツ・I､ラノオモミ・

ナラの12種で始めて日本から種子の国際

的移動が行われた。

○濠州メルボルン府博覧会に参同

○公立農学校其の他に敷地無代価下渡
明治14年
（1881）太政官達を以て公立農学校・同商業学校．

同職工学校に職地無代価下渡を公布。

a

《
艮
邑

p

位

（此の概要林業教育年表は，我国林業発達史上黎明期と

思おるる，明治14年迄を1期として，取りまとめた

が，脱巡・誤賊・誤記の点もあらんかと思うので，各方

面の協力を得て，他日整備するつもりである。）

明治中期末頃迄に出版された林学書

（諸戸北郎氏調，大日本山林会報）

1勧農叢書・栗樹栽培法梅原寛重
浜村半九郎

2農事図解・接木法並器具勧農局

3実地応用接木法竹沢章

4勧農叢書・実用梨樹栽培法秋元寿詮

5山林実務要訣農商務省

6樹林学講義山称局

7森林保謹要略同

8仏閣西森林法執行命令合巻附参考同

9実用山称全魯梅原寛重
10大日本樹木要領今川粛．

11森林保謹学中牟田五郎

12林政学本多静六

13木材工芸的性質論力F-ル・ガイエル
望月常

』

《
』
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森林学

森林経理学

森林経済論

造林学各論

木材材積算定便覧

現行森林法解釈

農事図解・樹林栽植法

農事図解･林木伐採法

百科全書・養樹諭

暗氏材力論

樟樹諭

樟脳製造法

森林家必捲

植物学教科書

漆樹栽培法

測量学正編

森林眼

林産物製造

森林学
山林学

桐樹栽培

木材尺〆計算法

木制職計算表

吉野林業全書

松脂採収法

必
巧
鵡
Ⅳ
鵡
廻
加
虹
準
調
型
詣
妬
勿
詔
調
釦
証
認
詔
認
詣
詑
．
諏
詔

和田国次郎

志賀泰山

望月器

本多静六

川島駿文

初瀬川健増

勧農局

同

文部省

寓綴太鼠‘
守屋惣四郎

本多静六外

白井光太郎

初瀬川健増

河合鋪太郎

中牟田五郎

臼杵永次郎

奥田貞衛

本多静六

梅原寛重

柴田栄吉

志賀泰山

森庄一郎

態田克三

炭焼手引草

金松樹栽培秘訣

椎毒栽培法

木材乾溜濫

造林学

林業篇．

町村林政論｡

森鏥日憂

日本山林一班

森林保護要略

大日本樹木要領

山林新況

木材積便覧

樹木見本一覧

種樹秘要，

有用植物図説

顕花植物分科検索編

日本植物名彙

種樹誕要

草木移植心得

三樋培養新説

三髄培養実験録

椎茸養成法

勧農叢書・漆樹栽培書

調
如
虹
銘
娼
必
妬
妬
卿
妃
鍋
釦

田中重嶺

加賀美保

梅原寛重

守屋惣四郎

臼杵永二郎

鈴木審三

高橋琢也

同

柴田栄吉

山林局

今ﾉll粛

片山直人

山県綱広
亀趨11

地理局

佐藤信淵

博物館

池野成一郎

松村任三

佐藤信淵

勧農局

梅原寛重

兼松正紀

田中烏雄

初瀬川健増

51

一

２
３
４
５
６
７
．
８
９
０
１
２

５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６

､

の

◇－ と

（6頁よりつづく）

、3）地位中以上の処では直径においてその地方

の収蹴豪1等地の直溌勤迩囲を上廻り，悪い処では

1等地の範囲に相当すること。
〃

4）形状においては，クローネが狭く，枝が枯

上り易く幹に欠点がないこと。更に心材が赤いこ

とが望蚤しい。

以上は実生造林による場合でありブI》Nその他の挿スギ

地帯では更に検討の必要がある。

このようにしで選出された精英樹の現在の優良性は遺

伝的素質によるものか環境によるものかは箱英樹のみの．

観察では判定は不可能であり，次代検定の結果によらな

ければならな心､。すなわち各精英樹から挿木苗（クロー

ン･）を養成し生長比較を行いその結果によって精英樹の

遺伝的優良性力判定されるものである。遺伝的に優良な

挿木苗は挿木品種となり，その基の箱英樹はその品種の

原樹となる。これらの具体的方法については林業試険場

にて成案をえており近い中に紹介の機会があると思う。‐

上記のように狭い範囲の資料ではあるが，優秀な個体

もあり，中には遺伝的に優秀なものも含まれ･a,､るもの

と思われる。精英樹の挿木苗は称分とした場合親木と同

じような成長は望みえないかも知れないが明るい希望が

持てるような気力寄る。優秀な個体は何処にそれが現わ

れる判からず従って出来るだけ多くの現地にたずさわる

人鈴によって出来るだけ広範囲にわたつ七探し出してい
ただき，それらを基に;詞ぐ品種，実生品種を育成し，す

でに濃崇，園芸，畜産方面で常識になっているように，

この目的のためにはこの地方では何品種を植え，これこ

れの手入詮してどれ提げの収穫をあげることが出来ると

いうような苗木を造林したいものである。

一一一一一-一日林協のバッチ・バックノL

《
一

円０
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０
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2．各・種規程

大正10年6月興林会の設立趣意書を作製すると共に

興剃塗々則を制定して本会力莞足したことは既述の通り

で，以降会則叉は定款及び細則，事業部分科規程等力荊

定され，あるいは逐次改正されて時代の動きと共に推移

したの･であるが,今これら本会の各種規程について('）
定款，会則，②細則，(3)事業部に関する諸規程に3

大別して順次その要点を摘記し；その蕊遷の跡を記爆に

止めたい。

(4)定款及び会則

先づその推移を列記ずれぼ

大正10年6月30日会則制定

大正L1年12月7日会剣一部改正

大正13年3月25日全測一部改正

昭和6年2月28日会則一部改正

昭和10年10月27日会則を廃し定款を制定

昭和13年2月28日社団法人興林会定款を制定

昭和21年9月28日露一部改正

昭和23年8月5日社団法人日本林業技術協会定款制

定認可

昭和25年n月2日定款改正認可

次に各内容について重要なる条文のみを順次掲記す

る。

興林会堂則（大要）

を受くくし

第6条第4条の規定以外の者にして本会を員たるを得

さ者は会員2名以上の推麗に依り理事の承諾を得たる
後理事より集会に提出し決議を経たる者に限る
第9条本会為員は会溌として1箇年金2円を紬むるも
のとす

（役員）

第10条本会に理事5名以上在置く

第11条理事の任期は1箇年とし後任理事ば現任理事の
指名に依り之を定む

第13条理事は集会会計雑誌の編纂其の他一般会務を掌

る ．

（集会及雑誌）

第16条本会は隔月1回集会を開く但し必要ある場合は
臨痔Iこ之を開くことを得

第17条本会は年2回雑誌「こだま」を発行す
（決議）

第18条本会の決議は集会出席者3分の2以上の賛成を
以て決定す

（附則）

第20条本会第1回の理事及其の任期は発起人会に於て
之を定む

興林会為則（改正の要点のみ）

《
Ｌ

巳

大正11年12月7日一部改正

鮫員)，

第n条役員の任期は1箇年とし後任理事は現任理事之

を推薦し集会の承認を得るものとす

第12条理事の増員補欠を必要とする場合は前条に準ず
（麦部）

第20条(追加）地方会員の希望により支部を設くるこ
とあるくし

興林･会堂期（改正の要点のみ）

《
」

大正ユ0年6.月30日制定

（名称及目的）

第ユ条本会は興林会と称し事務所を東京市に置く

第2条本会は林業技術の振興,林業技術者の向上を図

るを以て目的とす

第3条前条の目的を達するが為本会の綱領次の如し

1．林業管理組織の改善

2．林業教育制度の刷新

3．林業技術の練磨

4．林業撰術者の覚醒

（会員）

第4条本会は大正年度以後の林業教育修得者を以て組

識す

第5条本会員たらむと‘する者は理事に申出て其の承認

大正13年3月25日改正

（雲及事業）

蝉8条（追加）本会は林学及び林業に関する智識を普

及せしむる目的を以て講演会を開催し又質疑に対し忘
答詮なす

第19条（追加）本会は会員相互の福利莚図る為人事に
関する相談に応ず

－25－
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日林協創立三十年史（3）

会員の3分の1以上より会議の目的たる事項を示して
請求ありたるとき理事長之を招集す

第,8条左の事項は総会の決議を要するものとす

’．事業報告及収麦予算決算の承認
2．基本財産の設濫及処分
3．理事叉は監事の選任及解任、

4．定款の変更

5．解散

6．其の他理事長に於て重要と認めたる事項．

第23条理事会は会務遂行上必要ある場合理事長之を招
丘

集す

（資産及会諭’

第24条本会の資産は会蜜及寄附金其他の収入を以て之

を組成rj-

第25条一会費は年額金2円とし毎年5月末日迄に本会に

納入fするものとす

第26条本会の事業年度は暦年に依る

第28条支部に対しては其の所属会員数に応じ毎年一定

の金額を本会より支給することを得

前項の金額は理事長に於て之潅決す

（麦部）

第29条太会は地方に支部を殻く場ことを得

第30条支部に代表員’名委員若干名を慨く

代表員は支部会員に於て之遼選挙し委員は代表員之を

委礪す

第3'条代表員は支部を代表し支部の会務を掌理す

委員は代表員を補佐し事務を処理す

藻渇2条代表員は理蓋に出席し意見を述ぶることを得

（附則）

第33条本定款の施行に必要なる細則は別に毒を定む

社団法人輿休会定款．（大要）

興林会為則（改正の要点のみ）

0 昭和6年2月28日一部改正

（役負）

第n条理事の任期は2箇年とし後任理事は現任理事之

を推薦し集会の承認を得るものとす

定款（大要）

昭和10年10月27日会則を変更

（名称及事務所）

第1条本会は興林会と称す

第2条本会は事溺所を東京市神田区鎌倉町3番地に置

く

（目的及事業）

第3条本会は社会の福利を増進する為林業の改良発達

麓図り併せて林業に関する業務に従事する林業教育修

得者の健全なる向上発展を図るな以て目的とす

第4条本会は前条の目的な達成するため左の事業を行

ふ

，．演説会j識演会，展臓会等の開催其の他林業智識

の普及

2．林業に関する鯛査研究、

3．林業に関する発明奨励

4．図書，映画ブヰルム及び機関雑誌の発行．

5．林業技術者資緒検定試験

6．職業紹介，購買，配給斡旋其の他各種相談

7．会員の相互救済

8．其の他本会の必要と認むる事項

（会員）

第5条本会は林業噸する業務に従事する林業教育修
得者を以て組織す但し現に林業に関する業務に従事巷

ざる者と錐も其の希望に依り理事会の決議を経て会員

たることを得

（役員）

第11条本会に左記の役員を温く

理事20名以内

監事3名

理事の内1名を理事長，2名を常務理事とし理事の互

選に依り之を定む

第13条役員の任期は澗2箇年とす但し再選を妨げず

（顧問及委員）

第14条本会に顧問若干名を畷く

顧問は本会の諮問機関として理事会に於て之を推鋤一
第15条本会に委員若干名を濯ぐ

委員は理事長之を委砺し本会の事業遂行に参与す

（総会及理事会）

第'6条通常総会は毎年’回理事長之を招集す

臨時総会は理事長に於て必要ありと認むるとき叉は総

一
Ｌ

凸

届

昭和13年2月28日改正（法人となる）

（名称及事務所）

第1条本会催社団法人興林会と称す

第2条本会は事務所を東京市神田区多町1丁目1番地

に置く

第3条本会は地方に支部を設くることを得

（目的及事業）

第4条本会は社会の福利を増進する為林業の改良発達

を図り併せて林業に関う~る業務に癖する林業教育修

得者の健全なる向上発展を図るを以て目的とす

第5条本会は前条の目的を達成する為左の事業を行ふ

1．講演会，展鴬会等の開催其の他林業智識の普及

2．林業に関；害る調査研究

3．林業に関する発明の奨励

4．図書及機関雑誌の発行並に映画の作製

5．林業技術者資格検定試験

《
一
↑
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日林協創立 十年史（8）
一
一
一

に髄<」とあるを「東京都渋谷区桜丘町17番地に騒

ぐ」と欧む

（役員）

第12条「常務理事2名」とあるを「常務理事4名」に

敵む

（資産及会計）

第29条「会溌は年額金2円」とあるを絵擬は年額

20円」に改む

社団法人日本林業技術協会定識（大要）

6．職業紹介，会員の職買配給の斡旋及各種相談

7．会員の相互救済

、8．前記各号の外本会の目的を達成する為必要なる事
項 j

（会負）
●

第6条本会は林業に関する業務に従事する林業教育修

得者を以て組織jT但し現に林業に関する業務に従事せ

ざる者と雛も希望に依り理事会の決議を経て会員とな

すことを得

会員たる資格に疑義ある場合は理事会之を裁決す

（役負）

第12条本会に左記の役員を騒ぐ

理事20名

監事3名

理事は理事長1名常務理事2名を互選す

第13条理事及監事は会員中より総会に於て之を選挙す

第14条役員の任期は満2ヶ年とす但し再選を妨げず

鱈問及委員）

第15条本会に理事会の決議を経て顧問若干名を置く

第16条本会に委員若干名を置く

委員は理事長之を委嘱L含本会の業務遂行に参与す

（総会及理事会）

第17条通常総会は毎年1回2月若しくは3月理事長之

を 招集す、

臨礒総会は理事長に於て必要ありと認めるとき叉は総

会員の3分の1以上より会議の目的及事由を記載した

る書面を提出して請求ありたるとき理事長之を招集す

第24条理事会は会議遂行上必要ある場合叉は理事3分

の'以上より会議の目的及事由を示して請求ありたる
とき理事長之を招集す

（資産及会計）

第28条本会の資産は本会為員の露出する会費及寄附金

其の他の収入を以て之を組成す

第29条会費ば年額金2円とし毎年5月31日迄に本会

に納入するものとす

第30条本会の事業年度は暦年に依る

第32条支部に対しては其の所属会員数に応じ毎年一定

の金額を本部より支給することを得

前項の金額は理事会之を決定す

（附則）

第33条本定款の施行に必要なる細則は理事会の決議を

経･て理事長別に之を定む

社団法人輿休会定識（改正の要点のみ）

昭和23年6月14日変更決議

昭和23年8月5日農林大臣認可
社団法人興林会を社団法人日本

林業技術協会と改名

（名称及事務師

第，条本会は社団法人日本林業技術協会と称する

第2条本会の事務所は東京都千代田区に置く

第3条本会ほ地方に支部を設けること力起きる

（目的及事業）

第4条本会は林業技術者の職能団体として林業に関す

る科学技術の発達普及及び宣伝を図り併せて林業挨術

の面から産業の振興と文化の向上に寄与することを目

的とする

第5条本会は前条の目的を達成するため左の事業蓮行

う

，、科学技術に立脚する林業政策の考究及び推進

2．林業技術の改良及び発達に必要な事業

3．林業の普及及び宣伝に関する事業

4．林業に関する調査研究

5．講習会の開催及び印刷物の刊行

6．科学技術関係諸団体との連絡の下に広く産業振興

・に対する協力

7．林業技術者の相互親善に必要な事業

8．其の他本会の目的を達成するための必要な事業

（会員）

第6条本会は左に掲げる者を以て会員とする

，、林業に関する業務に従事する林業技術者

2．その他理事会に於て適当と認めた者

（賛助員）

第10条本会の趣旨に猛同協力する者はこれを賛助員と

する

鍵助員の資絡其の他については理事会の決議毬経て別

に之を定める

（役員）

第'1条本会に左の役員を置く

会長1名

理事長1名

《
口
§

Ｐ

b

《
Ｌ

昭和21年9月28日一部改正

（名称及事務所）

第2条本会事務所は｢東京市神田区多町'丁目f審地
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専務理事1名31日までとする

理事20名以内(内若干名を常務理事とする）第29条支部に対しては毎年一定の金額を本会から支給

監事2名することができる

第12条役員の選任方法は次の通りとする 前項の金額は理事念に於て定める
1．会長は会員の中から総会に於てこれを選挙する（附則）、

2．理事長,専務理事及び常務理事は理事の中力§ら理第30条本定款の施行に必要な細則は理事会｝こ於て定め
る事会に於てこれを選挙する

3．理事及び監事は会員の中から総会に於てこれを選社団法人日本料業技術協会毒款は雲）
拳する。 昭和25年1エ月2日改正認可
第14条役員の任期は滴2ヶ年とする但し重任は妨げな （名称及事務所）
い．

第1条本会は社団法人日本林業按蔚協会と蔀する

（顕問）．第2条本会の事諺減は東京都千代田区に置く
第15条本会には顧問を侭くことができる （目的及び事業）

顧問は理事会の推薦に依って会長力雲嘱する 第3条本会は林業技術に関係ある者の職能団体として
顧問は重要な会務に関して会長の諮問に応じ意見を述 林業に関する科学技術の発達普及及び宣伝を図り併せ

くるて林業技術の面から産業の振興と文化の向上に寄与す
（参与）．ることを目的とする
第16条本会には参与を置くことができる 第4条本会ほ前条の目的を達成するため左の事業を行
参与は理事会の決議に依って賛助員の中から会長が委 5

嘱する1．科学技術に立脚する林業政策の考究及び推進
参与は本会の運営に関して意見を述べることができる2．林業技術の改良及び発達に必要な事業

（職負）3．林業の普及及び宣伝に関する事業

第'7条本会には必要崎じ職員堂澄くことができる、4．林業に関する調査研究及び其の受託
職員ほ理事長が之を任免する5．識習会の開催及び印刷物の刊行
（会議）6．・科学技術関係諸団体との連絡の下に広く産業振興
･第18条本会の会議は左の2とする に対する協力

1．総会7．林業技術者の相互親善に必要な事業
2．理事会8．其の他本会の目的莚達成するため必要な事業

第19条総会は毎年1回定期に会長がこれを招集する但（会員）
し必要ある場合は臨時総会を開催する・第5条本会は林業技術者叉は林業技術に対し理解と認

臨時総会は理事会の決議に基いて会長がこれを招集す識な持ち本会の趣旨に賛同協力ずる者を以て会員とす
る る

第20条総会は本会の最高決議機関であって次のことを第6条本会の会員は左の2種とする

決議する‘1．正会員毎年会費を納入するもの

’、事業方針，業務報告，収支予算決算の承認2．リ謡I会員一定額以上の特別会費を納入したもの

2．定款の変更（役員）

3．理事及監事の選任叉は解任第10条本会に左の役員詮置く

4．理事会からの提出事項理事長癌

5．総会が必要と認めた事項、専務理事1名

.第22条理事会は会務遂行上必要ある場合叉は理事3分常務理事5名

の1以上から請求があるとき理事長がこれを招集する理事50名以内

（資産及び会計）（理事長，専務理事，常務理事を含む）

第25条本会の資産は会員の会菱及び蔀M金その他の収監事2名

入を以て組成し理事長がこれを管理する第n条．役員は会員の中から総会に於てこれを選出する

第26条会員の会費は総会に於て決める鍵3条役員の任期は満2ヶ年とする但し重任を妨げな

第28条本会の会計年度は毎年4参月1日から翌年3月、い

－28－
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夕

（参．与）

第14条本会に参与を置くことができる

参与は理事会の決議によって理事長がこれを委嘱する

参与は本会の運営に関して理事長の諮問に応じて意見

を述べる

（職員）

第15条本会には必要に応じて職員蓬置くことができ潟

職員は理事長がこれを任免する

（会・議）

第16条本会の会議は左の2とする

1．総会

2．理事会

第17条総会は毎年1回定期に理事長がこれを招集する

但し必要ある場合は臨時総会を開催する

臨時総会は理事会の決議に基いて理事長がこれを招集

する

第18条総会は本会の最高決議機関であって次のことを

議決する

1．事業方針,業務報諄収支予算決算の承認、

2．定款の変更

3．役員の選任叉は解任

4．理事会から'の提出事項

総会の議長はその都度会員の中からこれを選出する

第20条理事会は会務遂行上必要ある場合叉は理事3分

の1以上から請求があるとき理事長がこれを招集ずる

（支部，分会及び支部連合会)，

第23条本会は支部及び分会を設けることができる叉支

，部の琿鶯卜必要あるときは数支部を以て支部連合会を

つくることができる

第24条支部は理事会の定めた地域内にある分会蓮以

て構成する

分会ほ林業に関する職域叉は地域内の会員を以て組織

する

第25条支部分会及び支部連合会の設立並に運営に関す

る規定は別に定める

（資産及会計）

第26条本会の資産は会員の会費及び寄附金その他の収

入を以て組成し理事長がこれを管理する

第28条本会の会計年度は毎年4月1日から翌年3月

31日迄とする

第29条支部分会叉は支部連合会の会計は本会の会計に

含めない

本会は支部に毎年一定の経費詮補助することができる

その方法及び金額は理事会に於て定ある

（附則）

第30条本定款の施行に必要な細則は理事会に於て定め

る

』

《
卜
■

句

崖

輩で吸収せしめ得られるかの問題である。

発育の鍔靭に入る頃（8月下旬）なるべく早く与う’
べきであるが大抵の場合9～10月になってどんどん，

徒長J-,,はじめて施すのが常であり，叉根にまでとど
かなく地表面に停滞している場合溺多いが，かかる場
合にはほとんど効果がないという事は上記の理由で明｝
らかであろう。

葉面撒布によって徒長を抑制するホルモン剤，たと．
えばM.H(マレイン酸ヒドラジツト）の如きもので
あれば葉面から吸収せられて，生長を停止するから効

果が直ちに現われるのであろうが'石灰の方は主とし’
て根から吸収されてからであるから,根が深く発達し，
ているとか窒素，水分が過剰に与えられている様な状
態にある場合には，効果があまり期待されないと思

う。それでかかる場合の最後の手段としては，9月中リ
旬床(蒔付床あるいは床替床）の下方20～30cmのと
ころに一種の鋤を挿入してこれを持ち上げて,下方に
長く伸びている根を切ると同時に，根と土壌とを分離
して，水分の吸収を制限する方法力渥適と思う。

以上の点についての詳細は日本林学会東北支部発刊

育苗研究会記録（昭和26年3月）56頁4項及び同
144頁「質問に対する答」を参照されたい。

鱈崎榊）
、

質 疑應 答

《
Ｌ

問：徒長苗を抑制するのに消石友を施用するといい

ますが，これにつき君学的説明と施用方法を教示

願います。

徳島県那賀地方事務所
徳島県技師大崎辰雄

答：石灰は加里と共に体中の糖の生成と移行に大き
な役割をなし，かつ体中の過剰の水分の調節を行うも
のの如くで，石灰の多用は枝梢を強建にし，徒長を防

ぎ,休眠を長からしめるといきつれている。つまり石灰

を郵巴によってよく吸収せしめる時は，澱粉，糖類の

増加と,水分の減少を来す様である｡今スギの蒔付床

'1羅鰯羅潔静鬘識鴬礁鶏皇
｜呈して枝葉が強くなる。しかしここに麓意しなけｵ1,ぼ
｜ならないのは，体内の菱分関係と，根の発謹況，及

|ぴ石灰を施した場合淀果して上記の様な働きが出来る
、

－29－
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改 頁木材講座 一一一二一一や→ ー｡L今回＝寺←■■専一9■一一亘一一一｡■ー

新しい木材材料（6）
ノ

東京大学教授平井信二

1.4.その他の改頁木材

多くの改良木材のうち,現実に量的工業生産め段階に
スっているものほ，これまでに挙げた合板，稜層木材･と

集成材，癖俊板および防腐木材，耐火木材位冠あって，

その他のものは大体研究または試作の段階をあまり出て

いない程度か，量的にはまだ少い程度のものである。こ

こにはなるべく将来性のあるもの雀たは興味漂いもの数

種をとりあげて簡単な解説を加えることとする。

n、4．1．圧縮木材

木材を圧縮することによってその密度を増し，､それに

伴って強度的諸性質を上昇さぜることはかなり以前から

各処で考えられていたが，一応の製品として出されたも

のはドイツで作られたリグノストン(LignoStone)が始

めと思われる。これの製法と性質について簡単に記載す

る。材料は大体ブナ(Buche)であって，時にはカパ

(Birke),ニレ(UIme)も試率られたことがあ尋針

葉樹は春秋材の密度の相違力箸しいために一機に圧縮さ
れfず，工程中に大きな圧罐傷左生ずるから不適当であ

る。先ず角林をとり，含水率10％前後の処で，蕊雛に

直角の方向に2工潅でH蕪する。この場合木口を自由に

して鎧いても伸びその他は問題にならない。第1工程で

高さ約1/3を圧蒜し，90度回転してさらに1/3圧縮す

ると翫菌が当初のものの約1/2となる。醗胃匿力300～

330k"cm2。その結果密度の増加が約100%で，従って

比重1.30~1.46謹遥のものが得らｼLる（昨年9月号第
8図参照)。もっとも畷曽の程度によってもっと低い比

重のものも得られる。

リグノス1､ンの諸強度は概ね上罎に比例しておおよそ

2織塁凌轌強されるが，特に著しい檸敷は横圧縮強さが

ブナ素材では縦畷蒲強さに対して18％位であるのにく

らべ』．リグノストンでは80％程度になることであっ

て，この点については著しく零方性に近ずいたと考えら
戸

れるbただし衝撃曲げ吸収エネルギーは素材0.64～1.48

部品には適当でないb我国では紡績用シャツ1､ルとして

製造された,ことがある。なお圧縮木材を作る時には熱を

同時に作用させることが多く，その程産の高いものは後

記の加熱加圧処理木材となるわけである。

江・4．2．合成樹脂潅透木材

合成樹脂，殊に石炭酸フォルムアルデヒド樹脂を木材

中に注入して材質の改善を期するものであって，ドイ

ツ．フランスでベークライト木材(BakelisiatteHo1zl,

アメリカでインプレグ(Impreg)と称されているものな

ど左含み，我国でも西田屹二氏等の半永久木材，美津濃

のカップストーン，堀岡邦典氏等のヒノキについての研

究などがある。

合成樹脂を木材に注ｽすると比重を増すと同時に製品

の平衡含水率力譲材よりかなり低い処に落ちつくこと

（3～6％）と相俟って，諸種の強度的性賀も向上する。

すなわち圧縮強さ，特に横圧縮強さ，硬さなどの高護る

ことが著しく，また曲げ強さ・郵斬強さも増強されるこ

とが多い｡しかし引張強さ･価撃曲げ”ｴﾈﾙギーな
どの向上はあまり期待出来ず，むしろ低下する場合もあ

ることは注意ずべきであろう。乾湿に対する伸縮性は方

法によっては著しく改善され，寸度安定化(dimen･

sionalstabilization)の目的に極めてよく適合してい

る。アメリカの林産試験所で研究されたImpregの一

例では，石炭酸樹脂の未縮合物（石炭酸．フォルムアル

デヒド・触媒を混合したもの)‘喪たは低縮合物（水溶性

のもの）を用い，細胞膜の内部まで腫よく謬透させて，

対収縮効率の最高75％程庭のものまで得られている。

さらに電気絶縁性の向上することは当然である。しかし

ながら素材に石炭酸樹脂の謬透がよく行きわたることを

期待するには，製品ほ比較的小寸度のものでなければな

らず，また減圧加圧注入などの方法左施さなければなら

ない。この困難を少<するためには当然ベニヤ単板の形

にして処理をし，これを積層してプ官ツクにする積層木

《
一

●

《
一

kgm/cm2に対し，リグノストン1.16~1.68kgm/Cma，材にもってゆKことが常道であり，また強度的性質の向

であって，少遼の増強があるに過ぎない。乾湿に対する上な主眼にするならば圧縮木材の方が有利であるので，

収縮膨脹も素材よりある程度少いが,硬化積層材にくら圧縮の効果を戻さないように樹脂を入れて抑えた合成樹

くればかなりその性能が劣り，この意味ではあまり効果脂港透圧縮木材が考えられ，さらに上段の樹脂溌透の容
的でない。 易な老えた硬化積層材の形が結局落ちつく処と恩われ

リグ〃ストンの用途としては機械部品・歯車など力澪る･な鎧尿素フォルマリン樹I詫注入した木材も研究さ

えられているが，そのままでは乾湿の変化があるようなれているが，寸度安定化の効果は遥かに少い°
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平 井：新らしい木材材料（6）

n.4.3.パラフィン注入木材

パラフィン注入木材は木材にパラフィンを注入したもの

であるが，その効果として防湿性，減摩性，露気絶縁

性，酸およびアルカリに対する抵抗性などの向上があ‘

る。

アメリカのスプルースについての唾の一例を示す

と，気乾材¥を160｡Fのパラフィン脾浸し,220･Fまで上

昇させて30分間置き，次1匡温度を約275｡Fまでゆっく

りあげてから3～4時間放溌する。これをさら'こ別の

160｡Fのパラフィンに浸し，30分おいて軍出す。この‘

ものは無拠鰹にくらべると吸湿の速度が1/3～1/4にな

るとのことである。

我が国ではマカンパにパラフィンを謬透させたものを

カババイタと称し，獅箪の目的で船舶の軸受に用いるリ

グナムパイタ(Lignumvitae)の代用とされている。

江．4．4．含油木材

木材に亜蹴抽その他の乾性油を鯵ませたものである
が,主に瀞捧の目的にづかわれる。油を濃透させるとき，

に熱処選を同時に行えば，所謂オイル天ンパーリング

(oiltempering)で材質の硬化をもたらすといわれ．野

球用バットなどにこの処理が行われている例がある。

江．4．5．着色木材

木材を着色fすること，特に模擬材を作ることは以前か

らいろいろ行われている。普通ば表面処理によって大体

目的が達迂られるから，内部まで蒲色するのは特別の場
･合に限られる。1つにはむらなく一様に着色するには相

当処理の困難があることも考えなければならない。普通

に染料に木材をつけただけでは表面から1.CXn以上の深

さに着色することは先ず難しく，勢い強力な加圧注ｽを

行わなければならない。立木時に孔な穿ってこれに染料

を式れ，樹液の流動に従って着色させる所謂生体着色の

方法もかなり古くから試みられているが，これも効果的

のものは殆んどないようである．

・工．4．6．熱処理木材

アメリカ林産試験所で研究されたステーブウッド

(Staybwood)は熱処理木材であって，永素･酸素など

のカス中での加熱または熔融合金中での力蝿によって，

木材質謹成成分のもつ水酸基が，隣接のもの同志の間で

水を失ってエーテル結合を形成し親水性が少くなる，従

って吸湿膨脹性が少くなるという基礎に立っている。す

なわち

R-OH－塾→R-O-R+HSO
R-OH

(Rはリグニン褒基，多糖類基その他の有機調

木材の吸湿性はその溝成成分の－〔漉基力泳と結びつ

き易い性質に基くのであるから，これを変化させて寸度

安定化の目的を達しようというものである。

一例をあげるとイースタン･ホワイト>くインの15/16×

2×6inの材を錫50%,鉛30%，カドミウム20%の

熔融合金中で126～320｡Cの範囲内で2時間加熱したな

ので，鏑冑の対収縮効率は60~70％のものが得られて

いる。ただし高温を受けた菰は黒変し，硬さ，曲げ強

さ，殊に割生などはかなり低下す．るようである。

江．4．7．加熱加圧処理木材

同じくアメリカ林産試験所のステーバツク(Staypak)

は加熱加圧“木材で,加熱と同時に圧縮を加えたもの
である。とのものでば力嘩の効果の他に圧縮の効果と，

高潟高圧に由来するリグニンの可塑的流動によって丁度

合成鋤旨な謬透させたものと同様の結合的作用（圧縮復

元防止）の効果があることを翔待している。従って寸度

安定化とともに強度的諸性質が向上することとなる。広

葉樹硬材達用いた工業的製法として温度ほ180｡C位ま
缶

で，圧力は150kg/cm2位までが一応の目安として考え

られている。

江．4．8．アセチル化木材

これば木材の最も大きな欠点の1つである収縮膨脹性

の防止すなわち寸度安定化を目的とするもので，鑑もに

アメリカ林産試験所において研究試作渤輪められたもの

である。アセチル化(acetylation)というのは木材を無

水酪酸で処理して木材構成物質であるセル百一ズ・リグ

ニンなどのもつ親水性水酸基をアセチル基に変えようと

の考えから出たものであるbすなわち次のような変化が

考えられている。

wr､/0._"0

熊《:彗予膨稚…cごc鴎R-OH+

《
ａ

間

b

－

O

／ 、
+CH3C-QH

実際的処理法としてこの反応茜筵行するには触媒が必

要であって，ピリジンを用いると著しい効果が得らｵし

る。ところがこの処理によるとピリジンは細胞膜自身の

孔隙内にある水とおきかわって入りこみ，細胞膜自体を

著しく膨潤さ廷る作用があるから，吸湿性西抄<なると

いう効果は果して水酸基のアセチル基置換によるもの
か』ピリジンカ翻胞膜内の孔臆を震械的に充填したとい

うことによるものか：つからなくなってくる。その他にも

化学的な識朱におけるアセチル化によるとは思われない

節も出てくるので，始めに考えら証た理論はあやしくな

って来ている。しかしながら実際的な効果は相当に著し
Q

いめで，今後も興宋ある研麹象となるであろう。アメ

リカの研究の一例をあげると厚さr/16inの広碧鐵単板
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平井：新らしい木材材料（6）
甲⑧

をピリジン20％左含む無水酷酸溶液の蒸気で90｡C"

6時間処理して,アセチル含有量20％，対収縮効率70％

のものが得られている。また針葉樹ならば処理時間10～

12時間要するといわれる。我が国で行われた実験結果

の1つを第､22図に示す（ヒノキ1mnl単板，無水酪酸

100,ピリジンf50の蒸気処理30分間)。なお無水酷酸・

氷酪酸・塩化亜鉛による波相処理の研究も行われてい

る。

木材その他の寸度安定化のための化学的処理法とともに

将来の興味ある問題であろう。

江．4．エ0．ドリゾール

ドリゾール(Durisol)はこれまで記した改良木材と

は多少違った意味のものかも知れない。スイスで発明さ

れた特許のもので，削片化した木材・鋸屑・プレナー
屑・細断したバガス・蕊などをある薬品（特許のため明

らかにされていない）で処理してアルカリ雁侵されない

ものとし（鉱物化すると称している)，これをセメント

と混合して板あるいはプ戸ツクに加圧成型したものであ

る。これを部材として独特の構築法によって建築物を作

るものであって，丁度軽石ブロックのような軽賦建築材

料である。木材質とセメントの混合比は容積で6：4程

度で”比重ほ0.43～0.80であるが，標準的なものは

0.58とされている。強度的性能は板・ブロックの形に

よって加減されると考えられる。吸水性･膨脹収縮性・

断熱性・耐火性・吸音性・耐朽性などは通常の家屋の目

的に充分使用に耐えるものであり，特に断熱性・吸音

性・耐火性のすぐれていることが建築材料として有望で

あるとの見方もある。第23図にドリゾール。ブロック

造施工中の様子を示した。ドリゾールの生産は我が国に

おいても目下企業化力進められている。
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浸水時間(1.9.分）

第22図アゼチル化木材の浸水膨脹の減少（清水）

n.4．9.抱水テルピン処理木材

アメリカのブルックリン・ポリテクニッ．ク・インステ

チユートで研究されたもので，木材寸度安定化と多少の

硬さの増大を目的としているものである。抱水テルピン

(terpinhydrate)は粗松脂から作られ，その融点は

116～117｡Cである。この結晶は融点近くの温度で遜恵

に結合水分を失い，1．8テルピンとなる。このものは

また他の水分を四狭して抱水テルピンにもどる。木材を

錘するには融解した抱水テルピン。これに或種の可塑

剤（グリセ戸声ル[glycerol]など）を加えたもの，弱！
たはメチルアルコールなどの溶剤にとかしたものを用い

て，減圧珈圧注入を行う。ホワイトパインを材料として

行った実験結果を見ると，勿論各々の拠鯉方法によって

いろいろ異るが，全般的に見て寸度宍造化の効果はかな

り著しい。硬さの向上侭ある種の処狸に多少剣待される

ようである。

寸度安定化をもたらす鐵蕾としては，抱水テルピンが

細睡漠の中にまでスリこんで，木材組成分のもつ活憧基

と結合しその親水性を獄ずること，1．8テルピンカ鞄

水テルピンになる際に木材組成分の織戊水分をうばって

エーテル結合を生奮しめること，あるいは固形物として

細胞膜内の孔隙を溌戒的に充演してしもうこと（殊に可

塑剤を混合したものについてこのことガ澪えられる）な

ど力毒えられるが，そのいずれによるのか，あるいはい

ずれ力謹配的であるかは明瞭でない。これもアセチル化

a

し●

門
､._』

第23図ドリゾール・ブロック造の施工

あとがき

最初に記したように改良木材には極めて多種多様のも
のがあり，これまで挙げたもの以外にも塑性木材（尿素

処理木材)，雪上木材（アルカリ処理木材)，鮭化木材，

金属化木材，木粉プラスチックス，木毛セメント板など

まだまだ記すべきものがあるであろう。また将来は新L

いものガ歌から次へと現われることが予想される。さら

に改良木材全艘にっL､ての体系のまとまらない，従って

個別的な記載に殆んど終始したが，現状の大凡の処は一

応示すことが出来たのではないかと考える。これからの

木材の生産すなわち霧赫育成を考える上に何程かの参考

になれば甚だ幸いである。（完）
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第5回懸賞論文募集要綱
1論題・

次の2題のうちから自由に選択すること。

（1）林業会団の遥化方策を論ず
わが国の林業会団は，中央に事務所をおくものだけでも，その数50に及び，地方所在のものを合せれば，枚

挙に暇のない程多数である。

これ等の会団はそれぞれ特異の性絡使命を有し，それぞれの立場において′林業に寄与しているが’他面余り

にもその数が多く，従つで各個の会団が弱小化されていることは免れない事実である。
また，種身なる会団に関係をもつ会員にとっては，負担の増大と共に，加盟の去就に迷わしめられるな．ど，多

くの難点が実在する。

善のような様相は，林業界の大きな盲点であるといえるであろう。

これ等林業会団の整備強化が唱えられるこ蔭は既に久しいが，その具現方策を開陳するものは少い。
前回も懸賞論文の課題として本題を掲げたが，応募は皆無であった。

果して現状を自然推移に委せてよろしいのか，あるいは整備強化を図るべきであるか，または別途の構想で強
化すべきであるか。

Oこれ等の見透しや具体策について，再び世の識者に問いたい所以である。

（2）わが国国有林の本質を論ず
森林法の改正により，森林計画の樹立にもとずく国有林民有林の総合調整の推進を見,また林野整備の実施保
喪林整備計画の策立,地元施設等,国有林と民有林の近接･交流感が森林施策のいろいろの面に現われつつある。
なお，一部には国有林の解放を論ぜられ，あるいは，国有林経営の企業形態について，論議力轆けられている

．など国有林左めく・る問題は，非常に複雑であって，国有林・民有林の間に一線を劃すること趣めて困難になっ
て来た感がある。

この時代において，わが国国有林のあり方を再検討し,､その本質を究明することは緊切なる重大問題である。
近代的感覚にもとづく環境の探索吟味から出発して，あらゆる角度から忌輝ない所論を発表せられたい。

Z入選及び賞

特賞農林大臣蛍（副賞10,000円)1，名
‘1席林野庁長官愛（副賞8,000円）2名

（以上申請中）

2席林業技術協会髄（副賞4,000円）3名

佳作賞品若干名
但し各課題毎に入選及び賞を決めるのではなく，応募謡交全部の中から審査して右の入適者を決めるものとする。叉各席に
該当するものがない湯合は空席とすることがある。

3募集規定

◇応募者の資格は限定しない。

◇論文の大きさは一題について2万字“0字詰原稿用紙50枚）以内とする。

◇論文には別に要旨を記した梗概(800字程度）及び略歴を必ず添付すること。

◇1人で2題に応募することは差支ない。

：蕊難国東熟鱸蕊:揺馳日本,棒織縮繍会！
◇応募注意（ｲ）封筒の表紙に｢懸賞論文」と朱書すること。（ﾛ）封筒及び論文には必ず住所氏名を明記
すること。（ハ）応募論文は未発表のものであること。（二）応募論文は返還しない。（ホ）入選論文の版
権は本会に帰属するものとする。

4審査員（委嘱中）

審査長林野庁長官柴田栄氏

審査員林畷庁林政部長幸田午六氏林野庁指導部長藤村重任氏．
林野庁業務部長石谷憲男氏林業試験場長大政正隆氏
東京大学教授島田錦蔵氏参議院専門委員倉田吉雄氏、
東京大学識師野村進行氏元林野庁業務部長佐木義夫氏Q

林業技術協会理事長松川恭佐氏

ら発表及び表彰
（イ）審査の結果は「獅錐鋤『」誌_Eに発表すると共に入選者に通知する。

（戸）入選論文は適宜「鐸按術」誌上に掲載する。

昭和29年3月菫催社団法人日本林業技術協会

後援晨林省

一
‐
戸

●

島

一
一
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、

ｿクール作品募集要綱第3回林業写眞．
I題材

『森林または林業を主題とした活ける場面』
わｵ孔尉つれの職場において，万物生成発展のひらめきを捉らえて，動的な森林，または沫業をあらわした写真作
品を募集する｡、

茂り栄える森林の相観，森林地帯の気象の変化･地質変動などの様相2森林･工場･苗畑などにおける働く人
人，林野野生動物の生態，森林地帯の観光・休養風景などその一例である。奮って出品堂乞5．．

2入選及び堂

特選農林大臣賞（副賞5,000円）1点
1席林野庁長官賞（副賞3,000円j9点、

（以上申請中)
2席林業技術協会賞．（副賞2’000円）5点

3席徴金1,000円’0点

佳作鐵品50点

但し各席に該当作品がない場合は空席とすることがある。

3募集規定、
◇応蘇資絡は限定しない。
◇写真の大きさ四ツ釦以上に引伸したもの
◇締切期日昭和29年8月末日

◇送付先東京都千代田区六番町七番地日本林業技術協会

◇応募注意

（イ）1人で応募する枚数に制限はない。
（戸）応募作品は昭和28年9月1日以降に撮影したもので未発表のものであること。
（ハ）広範囲に応募者を求めたいことと，技術水準の向上を期待するため，応募作品は支部，分会にお
いて予選したものであることを原則とする。但し個燕の出品も拒まない。

（二）作品の裏面には次の事項を明話3－ること。
1．題名

2．題材の内容について簡単な説明

・3．撮影年月日

4．撮影の場所

5．応募者の住所，職業，氏名
〃

6．其の他参考事項があれば附記せられ度い。

（ホ）封筒の表紙に『懸賞写真』と朱書すること。

（へ）応塞作品は返却しない。

（ﾄ）応募作品の展覧,発表の権利は本会に帰属するものと才る。
4審査員（委嘱中）
写真の権威者塚本閤治氏農林省光画会副会長石川東吾氏
林野庁林政課長臼‘井俊郎氏林野庁研究普及課長原忠平氏
日本林業技術協会常務理事会

ら発表及び表彰
審査の結果はI荊錐技術lに発表する

石展覧会
入選作品ほ中央及び地方に於て展覧会を開催する。

・昭和29年3月

菫催社団法人日本林業技術協会

後援農林省、

漉賛財団法人林野共済会

《
】

］

奎
』

日発行頒価40円

技術第]45号

松原茂

合同印刷株式会社

昭和29年3月10

林業

編集発行人

印刷所 I
発行所祗團法人‘日本林業技術協会

東京渚K千代田区プ謡町-t港地

雷話（33）7627．9780番

振替東京60448番

－34－
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王子製工業
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少量で大量の融匪が出來野鼠は好施で喰べ、しかも残滅的

効象をもづため、広範風の集団鮠駆除に好適。
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